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森の国ラオス。経済成長を遂げつつも、いまだ
多くの人々が農村に住み、森の恵みに支えられ
ながら暮らしている。森で採った燃料の薪を手
に、背負った籠にはキノコや木の実を入れて家
路に向かう。
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サ
ワ
ナ
ケ
ー
ト
事
業
以
前

Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
ラ
オ
ス
の
出
会
い
は
、

１
９
８
０
年
。
ラ
オ
ス
の
人
々
が
イ
ン
ド

シ
ナ
戦
争
難
民
と
し
て
辿
り
着
い
た
タ
イ

の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
あ
っ
た
。

事
業
と
し
て
ラ
オ
ス
に
関
わ
っ
た
の
は

８８
年
。
当
初
よ
り
農
村
開
発
を
志
向
し
、

中
部
と
南
部
の
計
８
県
で
農
村
開
発
事
業

を
実
施
し
た
。

し
か
し
９２
年
、
カ
ム
ア
ン
県
の
あ
る

対
象
村
で
、「
森
を
守
る
こ
と
は
生
活
を

守
る
こ
と
だ
」
と
し
て
村
長
が
商
業
伐
採

に
抵
抗
す
る
も
、
警
察
を
伴
っ
て
現
れ
た

伐
採
業
者
に
最
後
は
泣
く
泣
く
譲
歩
す
る

事
態
が
発
生
し
た
。
そ
れ
以
前
か
ら
、
森

が
村
人
の
生
活
基
盤
だ
と
の
認
識
を
深
め

つ
つ
あ
っ
た
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
こ
の
件
を
契
機

に
本
格
的
に
森
林
保
全
事
業
に
も
着
手

し
、
９３
年
か
ら
カ
ム
ア
ン
県
に
お
い
て
森

林
保
全
活
動
と
農
業
・
農
村
開
発
活
動
を

柱
と
し
た
地
域
開
発
事
業
を
開
始
し
た
。

１５
年
の
間
に
大
規
模
開
発
事
業
が
進
出

す
る
可
能
性
の
高
い
国
道
１３
号
線
、
１２
号

線
沿
い
の
村
で
の
「
参
加
型
土
地
利
用
計

［特  集］ラ オ ス 事 業 報 告

土地問題と対峙する
村人の権利意識の向上を
担い続ける

村
人
に
よ
る
森
林
保
全
活
動
と
農
業
・
農
村
開
発
活
動
︒
こ
の
二
つ
を
軸
に
︑

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
１
９
９
３
年
か
ら
ラ
オ
ス
の
農
村
で
事
業
展
開
を
し
て
き
た
︒

一
つ
目
の
活
動
地
カ
ム
ア
ン
県
で
は
２
０
０
８
年
に
事
業
が
終
了
し
︑

翌
年
か
ら
事
業
を
展
開
し
た
サ
ワ
ナ
ケ
ー
ト
県
で
の
第
１
フ
ェ
ー
ズ
︑

そ
し
て
第
２
フ
ェ
ー
ズ
も
２
０
１
６
年
に
終
わ
り
︑
い
よ
い
よ
新
し
い
事
業
（
注
１
）

実
施
の
た
め
︑
県
当
局
と
の
覚
書
の
締
結
を
目
指
し
て
い
る
︒

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
る
と
同
時
に
︑
今
後
の
展
望
を
整
理
し
た
い
︒

ラ
オ
ス
事
務
所
現
地
代
表　

平
野 

将
人

ラ
オ
ス
事
業
の
こ
れ
ま
で
︑

そ
し
て
︑
こ
れ
か
ら

タイ、カンボジア、ベトナムといった東南アジア諸国と比べると
馴染みが薄いラオス。だが同国は今、外国企業によるダム開発、
大型農業開発、鉱山開発などが盛んで、年７％前後もの経済成長
を続けている。一方、経済成長の裏では、土地収用と対峙する
多くの村人がいる。ラオスの人々はそもそも、どういう暮らしを
送っているのか、どうやって開発から生活を守っているのか。Ｊ
ＶＣが２９年にわたって行ってきた森林保全活動と農業・農村開
発活動を軸に説明したい。
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画
」（
注
２
）
が
ほ
ぼ
終
了
し
た
こ
と
を

受
け
、
２
０
０
８
年
に
カ
ム
ア
ン
県
の
事

業
は
終
了
し
た
。

サ
ワ
ナ
ケ
ー
ト
で 

活
動
を
始
め
た
背
景

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
翌
０９
年
よ
り
サ
ワ
ナ
ケ
ー

ト
県
で
新
事
業
を
開
始
し
た
。

同
県
は
ラ
オ
ス
南
部
に
位
置
し
、
面
積

は
２
１
７
万
７
４
５
０
ｈａ
で
国
土
の
約

９
％
、
人
口
は
約
９４
万
人
と
総
人
口
の
約

１５
％
を
占
め
る
大
き
な
県
だ
。

中
西
部
に
は
ラ
オ
ス
最
大
の
平
地
部
が

広
が
り
、
ラ
オ
ス
の
主
要
民
族
で
あ
る
ラ

オ
（
い
わ
ゆ
る
低
地
ラ
オ
人
）
の
人
々
を

中
心
に
水
田
稲
作
が
盛
ん
だ
が
、
灌
漑
率

は
低
い
。
東
部
は
山
地
が
多
く
、
少
数
民

族
ブ
ル
ー
（
い
わ
ゆ
る
中
高
地
ラ
オ
人
の

ブ
ル
ー
）
の
人
々
を
中
心
に
焼
畑
が
営
ま

れ
て
い
る
。

同
県
の
貧
困
率
は
３２
％
と
全
国
平
均
の

２５
％
よ
り
も
高
い
。

南
北
を
縦
断
す
る
国
道
１３
号
線
と
、
タ

イ
～
ベ
ト
ナ
ム
を
東
西
に
結
ぶ
国
道
９
号

線
が
交
差
す
る
位
置
に
あ
り
、
そ
の
利
便

性
か
ら
海
外
直
接
投
資
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
。
県
内
の
鉱
山
開
発
や
産
業
植
林
を

行
う
主
体
と
し
て
は
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ

イ
、
中
国
な
ど
周
辺
国
の
企
業
が
中
心
で

あ
る
。

多
国
籍
企
業
の
進
出
は
全
国
平
均
を
上

回
る
経
済
成
長
率
を
同
県
に
も
た
ら
す

が
、
土
地
収
用
に
伴
う
森
林
破
壊
と
大
量

に
水
を
使
う
大
型
農
業
開
発
に
よ
る
河
川

の
減
流
を
巡
っ
て
の
住
民
と
の
軋
轢
も
生

ん
で
い
る
。

１６
年
１１
～
１２
月
の
約
３
週
間
、
国
会
の

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
寄
せ
ら
れ
た
１
９
０
０

件
の
苦
情
で
最
も
多
か
っ
た
の
が
「
土
地

問
題
」
だ
っ
た
。
社
会
の
安
定
を
揺
る
が

し
か
ね
な
い
と
し
て
、
ラ
オ
ス
政
府
も
土

地
問
題
の
増
加
を
憂
慮
し
て
い
る
。

０６
年
以
降
、ラ
オ
ス
経
済
は
年
７
～
８
％

前
後
の
高
成
長
を
続
け
る
が
、
経
済
成
長

に
重
視
さ
れ
る
外
国
直
接
投
資
に
よ
る
水

力
発
電
や
道
路
、
鉱
物
資
源
開
発
な
ど
の

大
規
模
開
発
事
業
は
雇
用
創
出
力
が
小
さ

い
た
め
、
恩
恵
が
国
民
に
広
く
行
き
渡
ら

ず
、
経
済
格
差
は
年
々
拡
大
し
て
い
る
。

サ
ワ
ナ
ケ
ー
ト
県
で
の 

活
動

こ
れ
ら
を
背
景
に
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
森
林
保

全
活
動
と
農
業
・
農
村
開
発
活
動
を
柱
と

共有林に植樹をする村人とJVCスタッフ。村人と話し合って、減ってきている
木や最近人気の木などを選んだ。大きくなるのは3～40年後のものもある
が、「子どもたちや孫たちのため」と村人は熱心だった。

◎注2…土地を、農地、宅地、森林などに区分し、森林についてはさらに保全林、保護林、利用林などに区分し、
それに即して利用していくという政策で、村人に土地・森林の管理権、利用権が付与される。
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し
た
地
域
開
発
事
業
を
開
始
し
た
。
実
施

済
み
の
二
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、

●
農
業
生
産
向
上

稲
作
研
修
、
ラ
タ
ン
栽
培
研
修
、
養
魚
研

修
な
ど
の
農
業
技
術
指
導
。

●
農
村
開
発
活
動

低
利
で
米
を
借
り
る
米
銀
行
、
親
牛
を
借

り
、
子
牛
が
産
ま
れ
た
ら
別
の
家
族
が
親

牛
を
借
り
る
牛
銀
行
な
ど
、
凶
作
な
ど
の

リ
ス
ク
に
村
ぐ
る
み
で
備
え
る
。

●
衛
生
的
な
水
の
確
保

摂
取
し
た
栄
養
を
き
ち
ん
と
吸
収
で
き
る

よ
う
、
井
戸
の
掘
削
を
進
め
る
。

●
権
利
保
全
活
動

土
地
や
森
林
に
関
す
る
参
加
型
土
地
利
用

計
画
や
法
律
研
修
な
ど
。

●
自
然
資
源
管
理
活
動

樹
木
や
林
産
物
を
持
続
的
利
用
す
る
た
め

の
共
有
林
の
設
置
、
河
川
の
一
部
を
禁
漁

に
す
る
魚
保
護
地
区
の
設
置
な
ど
。

と
い
っ
た
活
動
か
ら
村
人
の
食
料
確
保

能
力
の
向
上
を
図
り
、
一
定
の
成
果
を
収

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

大
枠
で
は
、
カ
ム
ア
ン
県
と
サ
ワ
ナ

ケ
ー
ト
県
の
事
業
内
容
は
同
じ
だ
が
、
違

い
も
見
ら
れ
た
。

例
え
ば
、
村
人
の
権
利
意
識
啓
発
。

外
部
者
に
よ
る
不
適
切
な
土
地
収
用
に

対
処
す
る
た
め
、
土
地
・
森
林
問
題
や
自

然
資
源
管
理
に
つ
い
て
演
劇
仕
立
て
に
し

て
上
演
す
る
、
あ
る
い
は
土
地
や
森
林
に

関
す
る
法
律
研
修
の
実
施
な
ど
、
意
識
啓

発
活
動
に
力
を
入
れ
た
。
そ
の
結
果
、
ゴ

ム
植
林
会
社
に
よ
る
土
地
収
用
の
提
案
を

断
る
な
ど
、
村
人
の
権
利
意
識
の
高
ま
り

を
示
す
ケ
ー
ス
が
出
て
き
た
。

「
す
ご
い
で
す
ね
」
と
言
う
Ｊ
Ｖ
Ｃ
ス

タ
ッ
フ
に
「
君
た
ち
が
教
え
て
く
れ
た

じ
ゃ
な
い
か
。
そ
れ
ま
で
は
自
分
た
ち
の

意
見
を
き
ち
ん
と
言
っ
て
い
い
ん
だ
と
い

う
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
ん
だ
」
と
言
っ

て
く
れ
た
村
長
の
笑
顔
は
忘
れ
ら
れ
な

い
。村

は
ど
う
変
わ
っ
て 

い
く
の
か

一
般
的
に
ラ
オ
ス
の
人
々
は
仲
間
意
識

と
意
見
の
一
致
に
よ
る
決
定
を
好
み
、
相

互
扶
助
、
相
互
雇
用
、
労
働
や
物
資
の
交

換
、
共
同
作
業
な
ど
が
日
常
的
に
行
な
わ

れ
て
い
る
。
広
い
国
土
に
人
々
が
分
散
居

住
し
て
き
た
ラ
オ
ス
で
は
、
村
長
が
村
を

ま
と
め
、
僧
侶
や
霊
媒
師
が
宗
教
儀
礼

を
司
り
、
村
人
の
悩
み
事
の
相
談
を
受

け
て
き
た
。【
桜
井
由
躬
雄
・
石
澤
良
昭

（
１
９
７
７
）『
東
南
ア
ジ
ア
現
代
史
（
３
）

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ラ
オ
ス
』 

山
川
出
版
社
】

一
方
、
最
近
は
田
植
え
な
ど
の
際
に
人

に
手
伝
っ
て
も
ら
う
際
も
、
か
つ
て
は
単

に
食
事
や
少
し
の
お
酒
を
ふ
る
ま
う
と

い
っ
た
お
礼
だ
っ
た
の
に
対
し
、
現
金
が

支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
一
部
の
人
が
土
地
収
用
を
伴
う
投
資

案
件
か
ら
利
益
を
得
て
、
他
の
人
々
と
の

間
に
軋
轢
を
生
む
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
散

見
さ
れ
る
。

新
事
業
で
目
指
す
こ
と

経
済
成
長
著
し
く
、
経
済
格
差
が
拡
大

し
、
人
々
の
生
活
の
在
り
様
も
変
容
し
て

い
く
ラ
オ
ス
だ
が
、
今
後
も
少
な
か
ら
ぬ

人
々
が
自
然
資
源
に
依
存
し
た
暮
ら
し
を

営
ん
で
い
く
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
農
業

投
資
な
ど
の
開
発
案
件
が
し
ば
し
ば
伴

う
、
村
人
の
望
ま
な
い
形
で
の
、
公
正
な

手
続
き
を
踏
ま
な
い
土
地
収
用
な
ど
の
負

の
影
響
を
最
も
受
け
や
す
い
の
は
そ
う
し

た
人
々
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
ら
の
食
料

確
保
な
ど
生
計
の
た
め
の
手
段
が
制
限
さ

れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
ラ
オ
ス
は
、農
村
部
の
人
々
が
、

変
わ
り
ゆ
く
生
活
を
徐
々
に
受
容
し
つ
つ

も
、
彼
ら
の
多
く
が
現
在
必
要
と
し
、
ま

た
今
後
も
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
生
活
様

式
、
生
計
手
段
と
、
そ
の
基
盤
と
な
る
土

凶作に備えた村ぐるみの活動である米銀行。前年収穫した米が足り
なくなってくるのは農繁期。この時期に米を借りて、農業に力を入
れ、収穫後に少しの利子をつけて返却する。お米を貸し出す際は、
米銀行委員会のメンバーが写真のようにきちんと記録をつけていく

森からとってきた様々な林産物を
見せてくれる女性

［特  集］ラオス事業報告
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地
と
自
然
資
源
を
主
体
的
に
守
る
こ
と
を

通
し
て
、
安
定
的
な
生
活
を
営
め
る
よ
う

支
援
す
る
。
最
終
的
に
そ
の
活
動
を
通
じ

て
自
由
で
公
正
な
ラ
オ
ス
社
会
の
基
盤
づ

く
り
に
貢
献
す
る
。

新
事
業
の
特
徴

新
事
業
も
、
従
来
の
森
林
保
全
と
農
業

農
村
開
発
を
基
軸
と
す
る
が
、
最
近
の
ラ

オ
ス
の
社
会
政
治
情
勢
に
も
呼
応
し
て
、

新
た
な
要
素
を
取
り
込
み
、村
人
の
土
地
・

森
林
、
自
然
資
源
に
関
す
る
権
利
の
強
化

を
目
指
し
て
い
く
。
中
で
も
、
個
々
の
村

で
村
人
の
能
力
と
権
利
を
強
化
す
る
活
動

に
加
え
、
そ
う
し
た
住
民
主
体
で
公
正
な

社
会
の
雰
囲
気
を
醸
成
す
る
た
め
、
以
下

の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

① 

さ
ら
な
る
権
利
意
識
啓
発

既
述
通
り
、
法
律
研
修
を
通
じ
、
サ
ワ

ナ
ケ
ー
ト
で
は
村
人
の
権
利
意
識
の
啓
発

に
力
を
入
れ
、
一
定
の
成
果
を
挙
げ
た
。

今
後
と
も
人
権
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
明
確

に
踏
み
込
ん
で
い
く
こ
と
で
、
村
人
の
権

利
意
識
を
高
め
、
土
地
や
自
然
資
源
を
守

る
力
を
高
め
る
。

② 

行
政
官
と
の
協
働

違
法
伐
採
や
汚
職
に
対
す
る
首
相
の
厳

し
い
姿
勢
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ラ
オ
ス

政
府
に
は
改
革
を
進
め
る
意
思
が
あ
り
、

「
法
治
国
家
を
目
指
す
」
と
い
っ
た
目
標

も
掲
げ
て
い
る
。
村
人
の
権
利
を
強
め
る

中
で
、
村
人
の
権
利
を
守
る
立
場
に
あ
る

行
政
官
は
事
業
終
了
後
の
持
続
性
の
確
保

の
意
味
で
も
重
要
で
あ
り
、
行
政
官
の
意

識
啓
発
と
能
力
強
化
に
力
を
入
れ
る
。

③ 

草
の
根
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

 　
草
の
根
か
ら
社
会
を
変
え
る
基
盤
を

つ
く
る
に
は
、
ラ
オ
ス
の
人
々
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
が
重
要
で
あ
る
。
市

民
社
会
も
少
し
ず
つ
だ
が
活
発
化
し
て
い

る
。
ま
た
、
道
路
や
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
向

上
で
、
人
々
の
行
動
範
囲
、
情
報
収
集
範

囲
は
広
が
っ
て
い
る
。
村
人
同
士
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
ま
た
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
ラ

オ
ス
人
ス
タ
ッ
フ
と
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を

含
め
た
他
団
体
の
ス
タ
ッ
フ
、
県
議
会
議

員
な
ど
も
つ
な
ぐ
。

ま
た
、
ラ
オ
ス
政
府
の
意
向
も
あ
り
３１

村
と
い
う
多
く
の
対
象
村
を
も
ち
、結
果
、

あ
の
村
で
は
あ
の
活
動
を
、
こ
の
村
で
は

こ
の
活
動
を
、
と
い
っ
た
あ
る
種
「
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
」
的
に
な
っ
た
面
も
否
め
な

か
っ
た
第
２
フ
ェ
ー
ズ
の
反
省
も
い
か

し
、
対
象
村
は
１０
村
と
大
き
く
絞
り
、
以

下
に
配
慮
し
て
活
動
す
る
。

① 

村
の
未
来
を
村
人
と
描
き
、
参
加
と

オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
確
保
す
る

事
業
開
始
当
初
か
ら
、
村
人
が
自
然
資

源
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な

村
の
在
り
方
を
望
む
の
か
、
そ
の
た
め
に

事
業
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
と
も
に
行
っ

て
い
け
る
の
か
を
村
人
と
共
有
し
、
合
意

を
得
る
こ
と
を
通
じ
て
村
人
の
参
加
と

オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
高
め
て
い
く
。

② 

地
域
の
情
報
を
活
用
し
て
交
渉
力
を

強
化
す
る　
　

地
域
の
情
報
を
収
集
・
記
録
し
、
住
民

も
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
土
地
利
用

の
地
図
化
や
利
用
し
て
い
る
自
然
資
源
の

デ
ー
タ
化
で
村
の
価
値
や
豊
か
さ
を
再
発

見
し
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
権
利
意
識
を
高

め
る
と
と
も
に
、
村
に
関
わ
っ
て
く
る
外

部
者
と
の
折
衝
に
い
か
せ
る
よ
う
図
る
。

最
近
は
旅
行
者
も
増
え
て
い
る
ラ
オ
ス

だ
が
、
東
南
ア
ジ
ア
の
近
隣
国
と
比
べ
て

ま
だ
馴
染
み
の
薄
い
国
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
来
た
人
の
多
く
が
好
き
に
な
っ
て

帰
っ
て
い
く
の
も
ラ
オ
ス
の
大
き
な
特
徴

だ
。
ぜ
ひ
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
ラ
オ
ス

を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。

カンボジア

ラオス
ヴィエンチャン サワナケート県

タ  イ

ベトナム

中  国

ミャンマー

カムアン県

サワナケート県農村部土地と自然資源の
持続的な利用・管理支援プロジェクト

対象地域の村人と行政官が、
土地と自然資源の公正で持続的な
利用・管理に関する能力を増し、実践する

2017年9月1日～ 2020年8月31日

サワナケート県ピン郡およびアサパントン郡
◎ピン郡5村の村人（ブルーの村を優先する）
◎アサパントン郡5村の村人（ブルーの村を優先する）
◎県、両郡の行政官20名

サワケナート県での
新規事業の概要

名　称

目　標

実施期間

対象地域
および

活動対象者

注1
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ラ
オ
ス
の
地
理

前
ペ
ー
ジ
の
地
図
に
あ
る
よ
う
に
、
ラ

オ
ス
は
東
南
ア
ジ
ア
に
あ
っ
て
、
タ
イ
や

ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
な
ど
に
囲
ま
れ
た
内
陸

国
だ
。

面
積
（
２
３
・
７
万
㎢
）
は
日
本
の
本

州
（
２
２
・
８
万
㎢
）
と
ほ
ぼ
同
じ
。
人

口
は
、
千
葉
県
（
６
２
４
万
人
）
に
近
い

６
４
９
万
人
。
日
本
の
１
㎢ 

当
た
り
の

平
均
人
口
密
度
は
３
３
５
人
で
、
都
道
府

県
別
で
み
る
と
も
っ
と
も
密
度
が
高
い
の

は
東
京
都
の
６
２
２
４
人
、
低
い
の
は
北

海
道
の
６８
人
だ
が
、
ラ
オ
ス
の
全
国
平
均

は
た
っ
た
の

３０
人
し
か
な
い
。

国
土
は
日
本
と
同
様
に
、
約
７０
％
が
山

地
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
南
西
側
を

大
河
メ
コ
ン
が
潤
し
、
こ
れ
に
そ
っ
て
首

都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
や
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
事
務
所
が

あ
る
サ
ワ
ナ
ケ
ー
ト
な
ど
の
主
だ
っ
た
都

市
が
並
ぶ
。
森
林
率
は

６８
％
で
、
こ
れ
も

日
本
の

６９
％
と
ほ
ぼ
同
じ
。
し
か
し
農
業

就
業
者
が
い
ま
も

８０
％
を
占
め
て
い
る

点
は
、
日
本
（
３
％
）
と
大
き
く
異
な

る
。
平
均
降
水
量
は
サ
ワ
ナ
ケ
ー
ト
で

１
４
５
２
㎜
（
東
京
は
１
５
２
９
㎜
）。

雨
の
大
半
は
５
月
か
ら
１０
月
に
か
け
て
の

雨
季
に
降
り
、
人
々
は
主
と
し
て
こ
の
時

期
に
水
田
や
畑
で
主
食
の
コ
メ
や
穀
物
、

野
菜
な
ど
を
作
っ
て
暮
ら
す
。

ラ
オ
ス
の
経
済

ラ
オ
ス
の
識
字
率
７０
％
（
日
本
は

９９
％
）、
乳
幼
児
死
亡
率

５４
‰
（
日
本
は

２
‰
）
と
い
っ
た
数
字
を
見
る
と
、
い
ま

だ
貧
困
問
題
の
解
決
が
大
き
な
課
題
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
（
注
１
）。

一
方
、
近
年
の
経
済
成
長
率
は
７
％
前

後
を
維
持
し
、
１６
年
の
対
外
貿
易
も
初
め

て
黒
字
に
な
る
と
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
経

済
は
堅
調
な
成
長
を
見
せ
て
い
る
。
１６
年

１
月
に
開
催
さ
れ
た
人
民
革
命
党
大
会
で

承
認
さ
れ
た
第
８
次
経
済
・
社
会
開
発

５
ヵ
年
計
画
（
１６
～

２０
年
）
や
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
３
０
と
い
っ
た
開
発
計
画
で
は
、

２０

年
ま
で
に
後
発
開
発
途
上
国
を
脱
し
、

３０

年
ま
で
に
上
位
中
所
得
国
に
な
る
と
掲
げ

て
い
る
。

こ
の
経
済
成
長
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

と
鉱
物
資
源
が
牽
引
し
て
い
る
。
次
々
と

建
設
さ
れ
る
水
力
発
電
ダ
ム
。
電
力
の
輸

出
（
発
電
量
の
約
８
割
）
は
成
長
の
要

だ
。
今
後
、
主
要
な
輸
出
先
タ
イ
へ
の
売

電
量
を
さ
ら
に
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
そ

の
送
電
網
を
使
っ
て
マ
レ
ー
シ
ア
や
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
ビ
ル
マ
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
へ

の
販
路
拡
大
の
調
整
が
進
ん
で
い
る
。

銅
を
は
じ
め
と
す
る
鉱
山
開
発
は
、
環

境
汚
染
の
懸
念
か
ら
新
規
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
（
事
業
者
に
独
占
的
に
与
え
ら
れ
る
採

掘
権
）
は
停
止
さ
れ
て
い
る
が
、
す
で
に

認
可
さ
れ
た
企
業
は
６
５
７
社
（
操
業
中

８０
社
）
あ
り
、
今
後
も
本
セ
ク
タ
ー
の
成

長
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

ユ
ー
カ
リ
や
ゴ
ム
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
バ

雷雨の中、村長への聞き取りが続く

２
０
１
６
年
︑
私
た
ち
が
活
動
し
て
い
る
ラ
オ
ス
は
ア
セ
ア
ン
議
長
国
を
務
め
た
︒

９
月
に
開
催
さ
れ
た
首
脳
会
議
に
は
安
倍
首
相
や
オ
バ
マ
大
統
領
な
ど
の

訪
問
も
あ
っ
た
た
め
︑ニ
ュ
ー
ス
を
ご
覧
に
な
っ
た
か
た
も
多
い
か
も
知
れ
な
い
︒

し
か
し
︑一
般
的
に
は
ま
だ
ま
だ
馴
染
み
の
あ
る
国
と
は
い
え
な
い
ラ
オ
ス
︒

Ｔ
＆
Ｅ
読
者
の
み
な
さ
ん
は
︑
こ
の
国
に
つ
い
て
ど
ん
な
こ
と
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
︒

こ
こ
で
は
活
動
理
解
の
一
助
と
な
る
よ
う
︑
日
本
と
の
比
較
も
交
え
な
が
ら
︑

ラ
オ
ス
を
少
し
で
も
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
紹
介
を
試
み
た
い
︒

ラ
オ
ス
事
業
担
当　

木
村 

茂 

ラ
オ
ス
事
始
め

そ
も
そ
も
ラ
オ
ス
っ
て
ど
ん
な
国
？

◎注１…乳幼児死亡率：生まれた子どもが５歳までに死亡する確率。「‰」はパーミル。出生１０００人に対する死亡者数。

［特  集］ラオス事業報告



7 No.328 2017 秋

ナ
ナ
と
い
っ
た
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
急

速
に
広
が
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ダ
ム
や

鉱
山
事
業
同
様
に
中
国
や
タ
イ
、
ベ
ト
ナ

ム
や
イ
ン
ド
な
ど
か
ら
の
投
資
事
業
に
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

順
調
な
経
済
成
長
の
一
方
で
、
こ
の
よ

う
な
原
材
料
の
輸
出
や
天
然
資
源
採
掘
に

依
存
し
過
ぎ
て
い
る
こ
と
、
実
施
主
体
を

海
外
直
接
投
資
に
過
度
に
依
存
し
て
い
る

こ
と
、
加
え
て
国
内
労
働
力
の
不
足
、
格

差
の
拡
大
な
ど
が
将
来
に
向
け
て
の
不
安

定
要
因
と
し
て
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

村
の
暮
ら
し

ラ
オ
ス
の
多
く
の
人
々
は
農
業
に
従
事

し
、
自
然
の
恵
み
に
支
え
ら
れ
て
暮
ら
し

て
い
る
が
、
近
年
の
経
済
成
長
は
こ
の
暮

ら
し
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

ま
ず
、
開
発
事
業
の
実
施
で
生
じ
る
、

深
刻
な
環
境
問
題
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
具
体
的
に
は
、
ダ
ム
建
設
に
よ
る

生
態
系
や
人
々
の
暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な

変
化
、
鉱
山
か
ら
の
有
害
な
汚
水
、
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
散
布
さ
れ
る
農
薬
や
ゴ

ミ
の
被
害
な
ど
が
あ
る
。

次
に
、
土
地
問
題
。
村
人
の
農
地
や
住

居
が
公
共
事
業
や
企
業
に
利
用
さ
れ
る

際
、
場
合
に
よ
っ
て
は
ま
っ
た
く
何
の
補

償
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ず
に
泣
き
寝
入

り
さ
せ
ら
れ
る
例
が
後
を
絶
た
な
い
。

こ
れ
に
は
田
畑
や
家
ば
か
り
で
な
く
、

建
材
に
は
じ
ま
り
キ
ノ
コ
や
タ
ケ
ノ
コ
・

小
動
物
・
魚
・
果
物
な
ど
の
食
料
、
燃
料

の
薪
、
薬
、
染
料
な
ど
、
村
人
の
日
々
の

暮
ら
し
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い〝
資
源
〟

を
た
の
み
に
し
て
い
る
〝
森
〟、
言
い
換

え
れ
ば
村
の
生
活
の
生
命
線
と
も
い
え
る

共
有
の
森
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景

に
は
、
住
民
は
も
ち
ろ
ん
担
当
行
政
官
に

も
土
地
に
関
す
る
法
律
が
十
分
に
理
解
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
、
そ
も
そ
も
そ
の
法
律

自
体
に
不
備
が
あ
る
こ
と
、
法
律
は
あ
っ

て
も
有
無
を
言
わ
せ
ぬ
汚
職
が
蔓
延
し
て

い
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
状
況
を
一
面
で
支
え
て

い
る
の
が
、
政
府
に
よ
る
情
報
の
統
制
、

表
現
の
自
由
の
制
限
だ
。
近
年
、
政
府
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
し
き
り
に
活
用
し
、
こ
れ
に
は

国
民
も
自
由
に
書
き
込
み
が
で
き
る
が
、

一
方
で
政
府
の
批
判
な
ど
は
一
切
許
さ
れ

ず
、
す
れ
ば
逮
捕
さ
れ
る
状
況
に
変
わ
り

は
な
い
。
あ
る
日
い
き
な
り
政
府
の
発
行

し
た
土
地
利
用
権
証
や
採
掘
権
証
明
書
を

も
っ
た
外
国
企
業
の
人
が
現
れ
て
、
河
川

が
汚
染
さ
れ
た
り
土
地
を
奪
わ
れ
た
り
し

て
も
、
村
人
に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
場

合
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

ト
ー
ン
ル
ン
首
相
の 

登
場
と
今
後
の
活
動

１６
年
３
月
の
国
会
で
首
相
に
任
命
さ
れ

た
ト
ー
ン
ル
ン
首
相
は
、
就
任
と
同
時
に

こ
れ
ま
で
困
難
と
さ
れ
て
き
た
諸
問
題
に

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

党
や
国
家
幹
部
の
腐
敗
追
放
、
経
済
格

差
問
題
へ
の
取
り
組
み
、行
政
の
合
理
化
、

先
述
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
な
ど
も
そ
の
一
つ
。

未
加
工
木
材
の
輸
出
を
首
相
令
で
全
面
的

に
禁
じ
、
木
材
密
輸
を
実
際
に
取
り
締
ま

り
、
違
法
操
業
と
見
な
さ
れ
た
家
族
経
営

の
家
具
工
場
１
０
０
０
ヵ
所
以
上
を
閉
鎖

に
追
い
込
む
な
ど
、
こ
れ
ま
で
軍
も
絡
ん

で
手
が
付
け
ら
れ
な
い
と
さ
れ
て
き
た
違

法
伐
採
問
題
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
国
民
の
期
待
は
大
き
い
。
今
後
、

国
民
の
政
治
参
加
、
民
意
の
反
映
も
進
め

な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
改
革
を
ど
こ
ま
で
続

け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。

私
た
ち
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
は
常
に
弱
者
の

立
場
に
寄
り
添
い
つ
つ
、
こ
う
し
た
大
き

な
流
れ
に
対
す
る
目
配
り
を
怠
ら
ず
、
時

宜
を
得
た
判
断
と
行
動
を
続
け
て
い
く
。

【
参
考
文
献
】

最
後
に
、
ラ
オ
ス
に
関
心
を
も
っ
て
い

た
だ
け
た
皆
さ
ん
に
、
本
稿
を
書
く
に
際

し
て
の
参
考
資
料
も
含
め
、
筆
者
お
薦
め

の
参
考
文
献
を
３
冊
挙
げ
て
お
く
。

地
球
の
歩
き
方
編
集
室
編 

『
地
球
の
歩
き

方 

ラ
オ
ス 

２
０
１
７
〜
２
０
１
８
』 

ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ビ
ッ
グ
社

菊
池
陽
子
ほ
か
編
著 

『
ラ
オ
ス
を
知
る
た

め
の
６０
章
』
明
石
書
店

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
編
『
ア
ジ
ア
動
向
年

報
２
０
１
７
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

首都ヴィエンチャン中心部
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イスラム教の国、アフガニスタンではお酒が禁止され

ており、日本ではすっかり定着しているコーヒーも、都

市部では浸透しているかもしれませんが、JVCの活動地
域のような地方ではほとんど飲まれていません。では、

アフガニスタンで人が集まる時やお客さんに出される飲

み物といえばなんでしょうか。それは熱いお茶。現地の

言葉では“チャイ”と呼ばれ、紅茶もありますが、緑茶が

特に好まれています。日本より格段に暑い夏を迎える地

域でも、お茶は常に熱いもので、紅茶だけでなく、緑茶

にも砂糖をたっぷり入れるのが現地流。緑茶は日本でも

なじみ深いですが、アフガニスタンの定番は、砂糖とカ

ルダモンという香辛料を効かせたもので、日本人にとっ

ては少しエキゾチックに思えるかもしれません。

お茶を飲むタイミングは、一日中。朝、食後、仕事中、

休憩時。JVCの現地スタッフとSkypeで話をしている
際にも画面越しにお茶のカップが手元にあるのが伺え、

日本よりもよく飲まれている印象です。現地事務所で

は、常にお茶のポットを満タンにし、カップを揃え、砂

糖を添えたトレイをセットしておくのが警備・用務ス

タッフの大事な日課の一つです。集会や会議の場など人

が集まるときはいつでもお茶が用意され、町や村の道端

に設けられたチャイハナ（茶飲み処）では、男性たちが

お茶を楽しみながら世間話をする風景が見られます。

アフガニスタンのお茶文化はまた、同国のおもてなし

文化の象徴でもあります。多民族国家のアフガニスタン

ですが、JVC活動地で多数を占めるパシュトゥン人の
間には“パシュトン・ワリ”と呼ばれる民族の掟が存在

し、それに従うことが名誉です。そのひとつに、現地語

で「メルマスティア」という「おもてなし」に近い概念が

あり、それは民族や国籍、職業、宗教さえも問わず“どん

な客人でも歓待すべきである”という考えです。来客が

あったときには客間に通し、まずはお茶を振る舞うのが

礼儀であり、豆やクッキー、アフガニスタンの特産物で

もあるレーズンや、ナッツ類などがお茶請けとして一緒

に出されることが多いです。家族の中でも若いメンバー

が、（子どもも）お客のカップが空にならないようにお代

わりを勧めてくれるなど、気を配ってくれます。

私が日本や出張先のドバイでアフガニスタンの方が経

営しているお店を訪ねた際に、現地と同じように、ナッ

ツやレーズンとともに緑茶を出してくださり、アフガン

流のおもてなしに感動したこともあります。数年前の

夏、初めて日本に来た現地スタッフが、訪問先で冷たい

麦茶をいただいた際に、“え、冷たいの？”という表情を

浮かべながら、「砂糖はありますか？」と聞いて驚かれた

エピソードも。

あまり知られることのない、魅惑のアフガニスタンの

お茶とおもてなしの文化、多くの人々が現地で体験でき

る日が早く来るようにと願ってやみません。

（アフガニスタン事業担当　加藤 真希）

Vol.09

読者のみなさんからの 会員担当：宮西まで
お寄せください。質問募集中!!

イスラム教の教えから
お酒が禁止されているアフガニスタン。
それでは普段は何が飲まれているの？

日本と同じく「熱い緑茶」ですが、
砂糖とカルダモンを入れます。
お客様への「おもてなし」の場でも振る舞われます。

お茶とお茶請けでお客さんをおもてなし。
アフガニスタン特産のレーズンは格別です。
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僕は、もんじゃ焼きに「縁」を感
じている。父は日本人だがアメリカ
育ちの僕は、しかしこの味に相当惚
れ込んでいるのだ。そしてここ数年
は、もんじゃ焼きのためならお好み
焼きと絶縁してもいい、とまで思う
ようになった（別にケンカを売って
いるわけではないが…笑）。なぜこ
れほどまでにもんじゃの方が好きな
のだろう…甘いものよりしょっぱ
いものを好むからだろうか（ちなみ
に、明太子への愛も深いために、「明
太もんじゃ」ともなるとそれは僕の
ハートの大部分を占めることにな
る）。

いや、それだけではない。もん
じゃの上手な作り方を父の友人に教
わったことから、もんじゃは大好き
な彼女の笑顔や気さくさを連想させ
るのだ。また、大学の後輩の話をき
いていた夜のことだ。彼女もアメ
リカ育ちのハーフながら日本企業
で働いているのだが、アイデンティ
ティー面でひどく苦労している様子
だった。その子の話の中に昔の自分
を感じとった僕にとって、それはと
ても大切な会話となった。同情では
なく、同じ体験をした誰かに出会え
て、救われた気持ちになったのだ…
そして、その瞬間にも、もんじゃが

あったのだ！上品にワインを喉へ流
しこみながらではなく、汗をかきつ
つもんじゃの土手を作りながら、そ
の後輩と僕自身の悩みがつながった
夜だった。
どうか読者の皆さん、もんじゃを
見た目だけで判断しないで、バラエ
ティーあふれる素材を自ら混ぜ合わ
せることによって生み出される豊か
なハーモニーには、もしかしたら人
と人とをつなぐ素晴らしい力がある
かもしれない、と考えてみてほしい。
それも、お好み焼き以上に！

みなさんはパレスチナ人たちが
いかに「鳥好き」かご存知でしょう
か。
私が住んでいる家の大家さん（パ
レスチナ人）は、大きな鳥かごにぼ
たんインコや文鳥をはじめとして
10羽ほどの小さくて色鮮やかな鳥
たちを飼っています。チーチーピー
ピー、いつも小鳥が鳴く様子を家族
みんなで楽しんでいます。お母さん
はきゅうりやスイカ、卵の殻などを
せっせと鳥にあげていて、鳥を見つ
める目はまるで自分の子どもを見
ているよう。「本当にかわいいわね」
といつも癒やされています。小鳥の

赤ちゃんが産まれたときは家族で
大喜び。「この中にベイビーが入っ
ているんだ！今は寝ているよ、かわ
いいだろう？」と目を細めて嬉しそ
うな様子。
小売店などでもペット用などと
して鳥が売られているのをよく目
にしますが、こちらに来て最も驚い
たのはなんといっても「オウムの学
校」の存在。なんでもそれは動物園
にあるそうで、パレスチナ人たちは
自分の飼っているオウムの物覚え
が悪かったりすると、「うちのオウ
ムもそろそろ『学校』に入れてあげ
ないといけないわね…」などと真剣

に話しています。
私の友人の家にいるオウムは

「コーランの一節を暗唱できてとて
も頭がいい」とのこと。（バカにされ
ないように気をつけないと…）とひ
そかに思ったりしています。

もんじゃ焼きが秘める
アンデンティティー論
パレスチナ事業現地調整員 井川  翔 イラスト　かじの倫子

パレスチナ人の心の癒やし　
エルサレム事務所現地代表 山村  順子
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食
を
巡
る 

動
き
の
な
か
で

２
０
１
６
年
と
い
う
年
は
、
色
々
な
意

味
で
世
界
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
点
の
ひ

と
つ
で
あ
っ
た
と
個
人
的
に
感
じ
て
い

る
。
６
月
に
Ｅ
Ｕ
脱
退
の
是
非
に
つ
い
て

行
わ
れ
た
国
民
投
票
で
イ
ギ
リ
ス
は
離
脱

を
選
択
し
た
。
同
年
１１
月
に
は
ア
メ
リ
カ

大
統
領
の
選
挙
が
あ
り
、
多
く
の
人
が
予

想
し
な
か
っ
た
ト
ラ
ン
プ
氏
が
選
ば
れ
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

協
定
）
へ
の
不
参
加
を
表
明
し
た
。
日
本

国
内
で
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
是
非
に
つ
い
て
議
論

が
活
発
に
行
わ
れ
た
が
、
年
明
け
の
ア
メ

リ
カ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
不
参
加
表
明
を
き
っ
か
け

に
、
そ
の
議
論
は
ど
こ
か
に
い
っ
て
し

ま
っ
た
。

他
方
、
そ
れ
以
前
か
ら
日
本
の
国
会
で

は
農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
と
い
う
法
律

に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
て
お
り
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
を
想
定
し
た
〝
弱
肉
強
食
〟
の
農
業
政

策
が
着
々
と
準
備
さ
れ
て
い
た
。
そ
し

て
、
今
年
に
入
っ
て
主
要
農
作
物
種
子
法

の
廃
止
が
２
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
４
月

の
通
常
国
会
で
可
決
、
成
立
し
た
（
注

１
）。
こ
れ
ま
で
国
や
県
が
守
り
続
け
て

き
た
米
・
麦
・
大
豆
の
品
種
の
保
護
を
手

放
そ
う
と
い
う
も
の
だ
。
世
界
が
不
確
実

性
を
高
め
る
中
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支

え
る
「
食
」
は
こ
れ
か
ら
一
体
ど
う
な
っ

て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。
少
な
か
ら
ず
農

に
携
わ
っ
て
き
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
、
小
規

模
・
家
族
農
業
に
よ
る
「（
食
の
）
も
う

ひ
と
つ
の
在
り
方
」
を
探
る
ヒ
ン
ト
を
提

示
す
る
こ
と
が
Ｊ
Ｖ
Ｃ
に
求
め
ら
れ
て
い

る
と
感
じ
た
。
こ
れ
が
、
今
回
の
ツ
ア
ー

を
企
画
し
た
問
題
意
識
だ
。

理
念
と
実
践
か
ら 

生
ま
れ
る
生
き
方

今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
、
主
に
４
つ
の
場

所
を
訪
れ
た
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
０８
年
か
ら
「
若
手
農
民
交

流
」
と
称
し
て
、
日
本
と
タ
イ
の
若
手
農

カオデーン農園の成り立ちや目指すものについて農園関係者（写真左側の2名）から
話を聞くツアー参加者。農園では、池や田畑、それを囲む木々、牛や鶏、豚などが有機
的なつながりと循環を持つようにデザインされている。

［報告］タイ・スタディツアー報告

い の ちを つくる「 食 」を
支える仲 間 になる

２０１７年９月16 ～ 20日の日程で、数年ぶりにタイへのスタ
ディツアーを実施した。タイトルは、「フード・セキュリティを
考えるスタディツアー」だ。私たちの食に関する様々な問題
を知るとともに、そうした課題に実践をもって取り組んでいる
タイの人々に会いに行くものだ。ツアーの企画意図とともに、
参加者の声をお届けする。　

タイ事業担当
下田  寛典

◎注１…「種子法廃止法案を可決予算確保へ付帯決議参院農水委」（日本農業新聞 ２０１７年４月１４日記事） 
http://ngo-jvc.info/2y9itTD



11 No.328 2017 秋

家
同
士
が
互
い
を
訪
問
し
合
い
、
農
民
と

し
て
の
誇
り
と
尊
厳
を
持
ち
続
け
、
互
い

に
刺
激
を
与
え
合
い
支
え
合
う
関
係
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
い
ず
れ
も
小
規

模
・
家
族
農
業
の
形
態
を
取
る
農
民
た
ち

が
主
人
公
だ
。
そ
こ
で
は
、「
自
分
の
暮

ら
し
は
自
分
で
守
る
」
た
め
に
試
行
錯
誤

す
る
農
民
（
百
姓
）
と
の
多
く
の
出
会
い

が
あ
っ
た
。

今
回
の
ツ
ア
ー
の
最
初
の
訪
問
地
で
あ

る
カ
オ
デ
ー
ン
農
園
の
デ
ー
ン
さ
ん
も
そ

の
一
人
だ
。
００
年
に
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
タ
イ
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
と
で
バ
ン
コ
ク
郊
外
で
運
営
し
て
い

た
ノ
ン
ジ
ョ
ク
自
然
農
園
の
研
修
生
と

な
っ
た
デ
ー
ン
さ
ん
は
、
そ
の
後
、
東
北

タ
イ
に
戻
り
農
業
を
始
め
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は

し
ば
し
ば
「
農
民
の
自
立
」
と
い
う
こ
と

を
口
に
す
る
が
、
そ
れ
は
決
し
て
た
や
す

い
こ
と
で
は
な
い
。「
理
想
」で
は
な
く「
実

践
」
が
道
を
拓
い
て
い
く
。
彼
の
半
生
に

刻
み
込
ま
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
参
加
者
の

人
た
ち
は
受
け
取
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。

二
つ
目
の
訪
問
地
は
、
か
つ
て
Ｊ
Ｖ
Ｃ

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
関
わ
っ
て
き
た

コ
ン
ケ
ン
県
ポ
ン
市
の
「
地
場
の
市
場
」

だ
。
今
年
で
オ
ー
プ
ン
１５
年
目
を
迎
え
た

朝
市
が
、
こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
原

動
力
を
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
チ
ュ
ア
ム
さ
ん

に
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

続
い
て
、
バ
ン
コ
ク
で
は
、
持
続
的
農

業
財
団
（
以
下
Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｔ
）
と
カ
オ
ク
ワ

ン
財
団
（
以
下
Ｋ
Ｋ
Ｆ
）
と
い
う
２
つ
の

団
体
の
取
組
み
を
見
学
し
た
。
Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｔ

で
は
近
年
、
都
市
生
活
者
の
農
業
へ
の
参

画
を
促
す
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ 

Ｆ
ａ
ｒ
ｍ
と
い
う

活
動
を
バ
ン
コ
ク
中
心
に
展
開
し
て
い

る
。
ビ
ル
の
屋
上
で
、
家
の
脇
に
あ
る

ち
ょ
っ
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
で
、
自
分
が

食
べ
る
も
の
を
自
分
で
作
る
取
り
組
み

だ
。
Ｋ
Ｋ
Ｆ
で
は
、
農
民
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協

働
に
よ
る
在
来
種
の
保
存
活
動
を
長
ら
く

行
な
っ
て
き
た
。
農
民
と
共
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
し
て
何
を
す
る
べ
き
か
、
代
表
の
デ
ー

チ
ャ
ー
さ
ん
に
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

な
に
が 

食
を
支
え
る
の
か

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
こ
う
し
た
タ
イ
の
仲
間
た
ち

と
３０
余
年
に
わ
た
っ
て
「
食
料
主
権
を
百

姓
に
還
し
地
域
循
環
の
あ
る
暮
ら
し
を
実

現
す
る
」
た
め
の
試
行
錯
誤
を
続
け
て
き

た
。
そ
れ
を
見
る
に
つ
け
、
日
本
政
府
の

目
指
す
方
向
で
は
な
い
、「（
食
の
）
も
う

ひ
と
つ
の
在
り
方
」
は
可
能
だ
、
と
改
め

て
思
う
。

食
の
問
題
は
農
民
だ
け
に
任
さ
れ
た
課

題
で
は
な
い
。
私
た
ち
自
身
が
一
人
の
生

活
者
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
足
元
で
何
が

で
き
る
の
か
を
考
え
続
け
、
デ
ー
ン
さ
ん

の
よ
う
に
「
実
践
」
を
重
ね
る
。
こ
の
ツ

ア
ー
が
、
そ
の
た
め
の
第
一
歩
を
踏
み
出

す
原
動
力
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

●
カ
オ
デ
ー
ン
農
園

参
加
者
① 

農
業
を
通
じ
た
オ
ル

タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
生
き
方
の
な
か

で
、デ
ー
ン
さ
ん
も
子
ど
も
た
ち

も
生
き
生
き
し
て
い
る
。「
実
践
」

が
大
事
で
、そ
れ
を
実
際
に
見
る

こ
と
が
で
き
て
有
意
義
だ
っ
た
。

参
加
者
② 

自
分
も「
自
給
自
足
」

に
は
憧
れ
る
が
、日
本
の
様
々
な

状
況
で
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。

で
も
、そ
の一部
で
も
い
い
か
ら
自

分
自
身
で
や
っ
て
み
る
こ
と
は
楽

し
そ
う
だ
と
思
え
た
。

参
加
者
③ 

８
年
ぶ
り
に
農
園
を

訪
れ
た
が
、そ
の
変
化
に
驚
い

た
。実
践
す
る
の
は
大
変
な
こ
と
。

「
ト
ラ
イ
を
し
て
ダ
メ
だ
っ
た
ら

変
え
る
」と
い
う
こ
と
自
体
、そ

ん
な
に
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。

実
際
や
っ
て
み
る
の
は
難
し
く
、

そ
れ
は
常
に
課
題
。次
の
10
年
が

楽
し
み
。

●
ポ
ン
の
市
場

参
加
者
② 

話
を
聞
い
て
、「
タ
イ

の
方
が（
日
本
よ
り
）進
ん
で
い
る

な
ぁ
」と
思
っ
た
ら
、以
前
に
日
本

か
ら
学
ん
だ
こ
と
が
多
い
と
の
こ

と
。自
分
は
日
本
の
こ
と
を
何
も

知
ら
な
か
っ
た
。

参
加
者
④ 

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

チ
ュ
ア
ム
さ
ん
の
理
念
に
感
銘
を

受
け
た
。そ
の一方
で
、他
の
メ
ン

バ
ー
と
ど
こ
ま
で
そ
れ
が
共
有
で

き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。日
本
で

も
、い
い
取
り
組
み
で
あ
っ
て
も
、

次
の
世
代
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
難

し
い
。

●
Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｔ
のC

it y farm

参
加
者
④ 

日
本
の
都
市
部
で
の

市
民
菜
園
は
会
員
制
で
あ
っ
て

も
個
々
人
で
完
結
し
て
い
る
が
、

C
ity Farm

は
た
だ
植
え
る
だ

け
で
は
な
く
、仲
間
づ
く
り
で
も

あ
る
と
い
う
視
点
が
あ
る
の
が

日
本
と
の
違
い
と
感
じ
た
。

●
Ｋ
Ｋ
Ｆ
の
デ
ー
チ
ャ
ー
氏

参
加
者
④ 

世
界
の
流
れ
に
反
せ

ず
、理
念
に
固
執
し
す
ぎ
る
こ
と

な
く
、今
の
状
況
を
理
解
し
て
対

応
す
る
こ
と
。デ
ー
チ
ャ
ー
さ
ん

の
お
話
か
ら
は
、理
念
も
大
事
だ

け
ど
、具
体
的
な
生
活
の
中
で
実

践
で
き
る
か
が
大
事
、と
い
う
こ

と
が
素
直
に
受
け
取
れ
た
。

参
加
者
⑤ 

「
政
府
が
強
い
の
で

は
な
く
、国
民
が
弱
い
」と
い
う

デ
ー
チ
ャ
ー
さ
ん
の
言
葉
に
、自

分
も
、「
国
の
せ
い
、上
の
年
代
の

せ
い
」と
、他
人
の
せ
い
に
し
て
い

る
と
反
省
し
た
。健
康
的
な
体
と

心
か
ら
、い
い
社
会
や
い
い
農
業
、

人
々
、地
球
が
よ
く
な
る
手
段
を

生
み
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
。今

回
の
ツ
ア
ー
は
、予
想
し
て
い
た

よ
り
ず
っ
と
学
び
が
多
か
っ
た
。

SAFTの活動であるCityFarm。広くない空間でいかにして
作物を育てるかの工夫が見える。

ツ
ア
ー
参
加
者
の
感
想

ポン市の市場で、有機農産物の加工品を
売っている市場のメンバー（村のお母さ
ん）に話を聞く参加者。
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モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
へ
の 

入
国
を
拒
否

２
０
１
３
年
４
月
よ
り
始
ま
っ
た
本
誌

に
お
け
る
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
ウ
ォ
ッ
チ
」
の
連
載

も
今
回
で
２０
回
目
を
迎
え
た
（
今
号
は
１９

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。
開
始
当
初
は
、
筆
者

も
も
う
一
人
の
書
き
手
で
あ
る
高
橋
も
、

正
直
こ
れ
ほ
ど
長
く
こ
の
連
載
が
続
く
と

は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
も
っ
と
早
く
に

「
プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
事
業
」
を
と
り
ま
く
状

況
が
改
善
さ
れ
る
と
見
込
ん
で
い
た
か
ら

だ
。
し
か
し
「
小
農
の
た
め
」
と
謳
わ
れ

た
同
事
業
下
の
人
権
侵
害
は
、
こ
の
４
年

間
で
想
像
以
上
に
悪
化
し
て
い
る
。
一
方

で
、
こ
れ
ま
で
の
現
地
農
民
た
ち
を
中
心

と
し
た
抵
抗
運
動
の
結
果
、
今
年
３
月
に

実
施
予
定
だ
っ
た
事
業
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
関
す
る
「
公
聴
会
」
は
延
期
さ
れ
、

そ
れ
に
関
わ
る
政
府
寄
り
の
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
契
約
も
終
了
し
、
事
業
の

一
部
は
中
断
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
そ

し
て
こ
の
４
月
、
現
地
農
民
ら
が
、
事
業

が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
環
境
社
会
配
慮
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
違
反
す
る
と
し
て
「
異
議
申
し
立

て
」
を
行
う
に
至
っ
て
い
る
（
注
１
）。

こ
う
し
た
状
況
下
で
、今
年
８
月
下
旬
、

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
首
都
マ
プ
ト
で
Ｔ
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｄ
閣
僚
会
合
が
開
催
さ
れ
た
。
Ｔ
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｄ
は
、
日
本
政
府
が
主
導
し
、
ア
フ
リ

カ
開
発
に
つ
い
て
議
論
す
る
た
め
の
国
際

会
議
で
、
９３
年
の
開
始
以
来
、
ア
フ
リ
カ

お
よ
び
日
本
の
市
民
社
会
も
活
発
に
議
論

に
参
加
し
て
き
た
実
績
を
も
つ
。
し
か

し
、
今
回
の
閣
僚
会
合
に
参
加
予
定
だ
っ

た
筆
者
に
対
し
て
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
政
府

が
ビ
ザ
を
出
さ
ず
、
入
国
を
拒
否
す
る
と

い
う
事
態
が
起
き
た
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｄ
開
始
以
来
初
め
て
の
、
異
例
の
こ
と
で

あ
る
。

こ
の
事
態
に
対
し
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
外
務
省

定
期
協
議
会
／
Ｏ
Ｄ
Ａ
政
策
協
議
会
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ら
は
８
月
１５
日
に
発
出
し

た
外
務
省
へ
の
要
請
書
（
注
２
）
の
な
か

で
、「
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
」
筆
者
の

今年8月に南アフリカのジョハネスバーグで開催された「南部アフリカ民衆法廷」の会場に掲げ
られた旗には「略奪を止めろ、アフリカは売り物ではない」と書かれていた。プロサバンナ事業と
同様に海外の援助や投資、企業による土地収奪、環境破壊、人権侵害などの事例が数多く扱わ
れ、法廷では村人側から力強い主張が何度も聞かれた。また、参加していた筆者のビザ問題の
ための署名にも数多く賛同してくれた。改めて市民社会の連帯のパワーと温かさを実感した。

◎注１…JICAサイトより（http://ngo-jvc.info/2tlA0Sm）｡ 50ページにわたる異議申し立ての日本語訳が掲載されている｡ 
◎注2…JVCサイトより｡http://ngo-jvc.info/2wcauVC　◎注3…JVCサイトより｡http://ngo-jvc.info/2x2DkUP　◎注4…http://bit.ly/2v4IP8U　署名活動は継続中。

［報告］モザンビークビザ不発給問題報告

入 国 拒 否という事 態 に
あって見 えること

今年８月、モザンビークで開催されたTICAD（アフリカ開発
会議）閣僚会合に参加予定のJVC渡辺に対してモザンビー
クの入国ビザが発給されないという事態が起きた。果たして
このことはどのように理解できるのか、現在進行形のこの問
題について、その前後の経過を急ぎ報告する。

地域開発グループマネージャー／
南アフリカ事業担当
渡辺  直子
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こ
れ
ま
で
の
「
プ
ロ
サ
バ
ナ
事
業
に
関
す

る
一
連
の
提
言
活
動
が
影
響
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」と
の
懸
念
を
示
し
た
上
で
、

以
下
の
よ
う
に
状
況
を
分
析
し
て
い
る
。

『
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
は
発
足
当
初
か
ら
市
民

社
会
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
重
視
さ

れ
、
市
民
社
会
組
織
の
参
加
と
自
由
な
討

議
が
尊
重
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
鑑
み
る

に
、
こ
の
問
題
が
一
団
体
の
問
題
で
は
な

く
、
市
民
社
会
全
体
お
よ
び
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ

を
主
導
し
て
き
た
日
本
政
府
に
と
っ
て
も

重
大
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
開
発

協
力
大
綱
で
謳
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
や
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
１６
の「
参
加
型

及
び
代
表
的
な
意
思
決
定
」、「
基
本
的
自

由
を
保
障
」や
目
標
１７
の「
市
民
社
会
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の
原
則
に
も
反
す

る
こ
と
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
す
』

同
時
に
、
こ
れ
ま
で
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
や
プ

ロ
サ
バ
ン
ナ
事
業
に
対
す
る
提
言
を
行
っ

て
き
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体
な

ど
も
、
外
務
省
や
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
政
府
、

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
共
催
者
で
あ
る
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ

（
国
連
開
発
計
画
）
な
ど
に
対
し
て
働
き

か
け
を
行
っ
た
が
（
注
３
）、
発
給
拒
否

の
撤
回
は
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｄ
閣
僚
会
合
は
終
了
し
た
。

市
民
の
力
が 

政
府
を
動
か
す

８
月
中
旬
、
南
ア
フ
リ
カ
で
会
っ
た
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
の
小
農
や
市
民
社
会
の
仲
間

た
ち
に
今
回
の
ビ
ザ
発
給
拒
否
の
件
を
伝

え
た
と
こ
ろ
、
彼
ら
・
彼
女
ら
か
ら
即
座

に
こ
ん
な
答
え
が
返
っ
て
き
た
。「
こ
れ

は
、
ナ
オ
コ
（
筆
者
）
で
は
な
く
、
我
々

へ
の
弾
圧
が
強
く
な
る
と
い
う
、
我
々
へ

の
サ
イ
ン
だ
」

今
回
、
対
政
府
へ
の
働
き
か
け
と
同
時

に
、
こ
の
問
題
を
広
く
市
民
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
働
き
か
け
も
進
め
て
き
た
。

ビ
ザ
発
給
拒
否
は
、
日
本
の
一
団
体
あ
る

い
は
市
民
社
会
へ
の
言
論
弾
圧
や
活
動
妨

害
に
と
ど
ま
ら
ず
、
前
述
の
セ
リ
フ
の
よ

う
に
、
現
地
の
小
農
団
体
や
市
民
社
会
組

織
に
対
す
る
弾
圧
が
さ
ら
に
進
ん
で
い
く

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
を

広
く
伝
え
る
こ
と
で
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で

日
本
の
税
金
を
使
っ
て
何
が
起
き
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
人
の
目
を
集
め
な
け
れ

ば
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
仲
間
た
ち
を
守
れ

な
い
と
考
え
た
か
ら
だ
。

８
月
２３
日
か
ら
署
名
サ
イ
ト
「Change.

org

」
を
使
っ
て
の
署
名
を
開
始
（
注
４
）、

日
本
語
サ
イ
ト
だ
け
で
は
な
く
、
英
語
と

ス
ペ
イ
ン
語
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
公
用
語

で
あ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
版
も
用
意
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
週
間
も
た
た
な
い
８
月
２９

日
に
は
世
界
各
国
か
ら
４
０
０
０
名
を
超

え
る
署
名
が
集
ま
り
、
同
日
、
河
野
太
郎

外
務
大
臣
に
署
名
が
届
け
ら
れ
た
。
こ
れ

に
加
え
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
堀
潤
さ

ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
こ
の
問
題
に
関
す

る
報
告
会
を
９
月
２２
日
に
開
催
し
た
。

こ
う
し
た
「
働
き
か
け
」
の
結
果
、
前
記

報
告
会
の
前
夜
に
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
代
表
の
谷
山
の

も
と
に
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
大
使
館
か
ら
外
務

省
経
由
で
以
下
の
よ
う
に
連
絡
が
あ
っ
た
。

『
在
京
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
大
使
館
の
臨
時
代

理
大
使
よ
り
本
国
に
確
認
し
た
結
果
と
し

て
連
絡
が
あ
り
、（
１
）司
法
当
局
と
し
て

未
来
永
劫
入
国
査
証
を
発
給
し
な
い
と
の

決
定
を
行
っ
た
わ
け
で
は
な
く
，
今
後
通

常
の
手
続
き
に
従
い
、
日
本
あ
る
い
は
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
大
使
館
の
所
在
地
に
お
い
て

査
証
申
請
で
き
る（
以
下
略
）』

こ
の
こ
と
は
、
今
後
ビ
ザ
が
発
給
さ
れ

る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
私
た
ち
は

こ
の
結
果
を
、署
名
を
は
じ
め
と
す
る「
市

民
の
声
」
が
政
府
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と

な
り
、
大
き
な
力
と
し
て
働
い
た
と
考
え

て
い
る
。
人
々
の
力
が
実
際
に
政
府
を
動

か
す
の
だ
と
い
う
経
験
は
非
常
に
貴
重
な

財
産
と
な
っ
た
。

再
び
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
へ

１０
月
上
旬
時
点
で
、
今
回
の
ビ
ザ
発
給

拒
否
の
理
由
は
明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら

ず
、
ま
た
再
発
防
止
に
つ
い
て
も
同
様
の

状
況
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
働

き
か
け
を
続
け
て
い
く
。

一
方
、「
査
証
申
請
で
き
る
」
と
の
連

絡
を
受
け
て
、
１０
月
下
旬
に
開
催
予
定
の
、

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
日
本
の
三

カ
国
の
農
民
・
市
民
社
会
組
織
に
よ
る
「
民

衆
会
議
」
へ
の
参
加
の
た
め
に
、
筆
者

は
再
び
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
ビ
ザ
を
申
請
中

だ
。
現
地
市
民
社
会
組
織
か
ら
は
、
外
務

省
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
も
招
待
状
が
送
ら
れ
て

い
る
。
日
本
政
府
に
は
こ
こ
に
参
加
し
て
、

民
衆
の
声
に
耳
を
傾
け
る
責
任
が
あ
る
。

今
回
の
問
題
に
関
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
署
名
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に

は
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き

続
き
事
態
を
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

◎注3…JVCサイトより｡http://ngo-jvc.info/2x2DkUP　◎注4…http://bit.ly/2v4IP8U　署名活動は継続中。



14No.328 2017 秋

こ
ん
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ 

会
い
に
行
く

今
年
も
８
月
１７
日
か
ら
２４
日
の
期
間

で
、『
南
北
コ
リ
ア
と
日
本
の
と
も
だ
ち

展
』（
以
下
『
と
も
だ
ち
展
』）
の
実
行
委

員
会
（
以
下
実
行
委
員
会
）
の
訪
朝
団
メ

ン
バ
ー
と
し
て
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共

和
国
（
以
下
北
朝
鮮
）
を
訪
問
し
て
き
た
。

た
だ
し
、
今
年
が
例
年
と
異
な
る
点
は
、

渡
航
直
前
ま
で
「
訪
朝
の
是
非
」
に
つ
い

て
、
協
議
を
重
ね
た
こ
と
で
あ
る
。

８
月
に
入
り
、
北
朝
鮮
が
「
グ
ア
ム

沖
（
周
辺
）
へ
の
攻
撃
計
画
を
８
月
半
ば

ま
で
に
用
意
」
と
報
じ
る
な
ど
、
米
朝
関

係
が
緊
張
。
実
行
委
員
会
に
は
、
不
要
不

急
の
渡
航
は
控
え
る
よ
う
外
務
省
か
ら
も

連
絡
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
出
発
の
３
日
前

に
は
、
同
行
予
定
だ
っ
た
メ
デ
ィ
ア
の
記

者
か
ら
「
会
社
の
決
定
で
参
加
で
き
な
く

な
っ
た
」
と
い
う
連
絡
が
あ
っ
た
。
実
行

委
員
会
で
も
各
方
面
と
意
見
交
換
し
、
渡

航
の
可
否
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
な
に

よ
り
、
現
地
協
力
者
の
皆
さ
ん
と
の
信
頼

関
係
を
つ
な
ぐ
こ
と
、「
相
互
理
解
の
た

め
の
対
話
の
機
会
を
重
ね
、
そ
れ
に
よ
り

東
北
ア
ジ
ア
地
域
の
平
和
構
築
に
市
民
の

立
場
か
ら
寄
与
す
る
」
と
い
う
『
と
も
だ

ち
展
』
の
目
的
か
ら
、「
緊
張
関
係
が
高

ま
り
、
日
本
国
内
で
は
北
朝
鮮
の
脅
威
が

メ
デ
ィ
ア
で
喧
伝
さ
れ
る
時
期
だ
か
ら
こ

そ
、
往
来
が
可
能
な
限
り
訪
問
す
る
こ
と

が
重
要
」
と
判
断
し
、
緊
急
時
へ
の
対
策

も
備
え
た
上
で
、
訪
朝
を
決
定
し
た
。
た

だ
し
、
昨
年
の
日
朝
大
学
生
交
流
の
参
加

者
で
今
回
も
同
行
予
定
だ
っ
た
学
生
２
名

に
は
、
残
念
だ
が
渡
航
を
遠
慮
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
っ
た
。

絵
を
通
し
て 

出
会
う
子
ど
も
た
ち

毎
年
こ
の
時
期
に
訪
朝
す
る
目
的
の
ひ

と
つ
に
、『
と
も
だ
ち
展
』
で
の
絵
画
交

流
と
絵
画
の
受
け
取
り
が
あ
る
。
今
年
も

平
壌
市
内
の
小
学
校
２
校
（
ル
ン
ラ
小
学

まだ見ぬともだちに向けて、メッセージを書く平壌の女の子

［報告］朝鮮民主主義人民共和国出張報告

緊 張 と不 信 の 悪 循 環を
乗りこ えるた め に

２００１年から継続してきた『南北コリアと日本のともだち
展』。毎年夏の恒例行事だった朝鮮民主主義人民共和国（以
下北朝鮮）への訪問も、今年は折からの政治的緊張から実施
には困難を伴った。だからこそ、この交流を続けていること
の意味をきちんと捉えたい。 

広報／ファンドレイジンググループマネージャー
宮西  有紀
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校
、
チ
ャ
ン
ギ
ョ
ン
小
学
校
）
を
訪

問
し
、
日
本
で
の
『
と
も
だ
ち
展
』

の
様
子
を
紹
介
。
昨
年
の
絵
画
交
流

に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
は
、
参

加
賞
と
日
本
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
直
接
渡
す
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
ル
ン
ラ
小
学
校
で
は
、
同

時
期
に
訪
朝
し
て
い
た
在
日
朝
鮮

学
校
の
生
徒
た
ち
の
協
力
を
得
て
、

『
と
も
だ
ち
展
』
の
展
示
作
品
を
児

童
に
向
け
て
紹
介
し
、
昨
年
度
作
っ
た
凧

に
加
え
て
、
在
日
朝
鮮
学
校
美
術
展
の
紹

介
、『
と
も
だ
ち
展
』
の
日
本
や
中
国
、

北
朝
鮮
で
の
取
り
組
み
紹
介
の
展
示
も
行

な
っ
た
。
展
示
会
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
「
日
本
に
す
む
お
と
も
だ
ち
へ
。
い
つ

か
こ
こ
で
会
お
う
ね
！
」
と
、
思
い
思
い

に
「
ま
だ
見
ぬ
と
も
だ
ち
」
へ
手
紙
を
書

い
て
い
た
。
会
場
に
は
、
ほ
か
の
フ
ロ
ア

か
ら
も
児
童
が
列
を
な
し
て
訪
れ
、
こ
の

取
り
組
み
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
様
子
が

伝
わ
っ
て
き
た
。

待
っ
て
い
た 

平
壌
の
大
学
生

今
回
の
訪
朝
の
も
う
一
つ
の
目
的
は
、

日
朝
大
学
生
交
流
の
実
施
だ
。
前
述
の
と

お
り
、
予
定
し
て
い
た
学
生
２
名
の
訪
朝

が
中
止
と
な
っ
た
こ
と
で
大
学
生
同
士
の

交
流
は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、
校
外
学
習

や
大
学
訪
問
な
ど
の
日
程
は
予
定
通
り
消

化
す
る
こ
と
と
し
た
。

１
日
目
の
校
外
学
習
で
は
、
平
壌
外
国

語
大
学
日
本
語
学
科
か
ら
３
名
の
学
生
が

参
加
し
、
市
内
案
内
で
通
訳
の
役
割
を
果

た
し
た
。
昼
休
み
に
は
、
喫
茶
室
で
日
本

の
就
職
や
ア
ル
バ
イ
ト
事
情
、学
生
生
活
、

女
性
の
社
会
進
出
、
と
い
っ
た
質
問
を
受

け
た
。

こ
の
日
参
加
し
た
学
生
の
中
で
唯
一
の

女
子
学
生
は
、
日
本
語
学
習
に
大
変
熱
心

で
、
今
回
の
訪
朝
団
の
訪
朝
期
間
を
通
し

て
の
通
訳
に
も
選
ば
れ
て
本
人
も
期
待
し

て
い
た
。
し
か
し
、
日
本
か
ら
の
学
生
の

訪
朝
が
中
止
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
市

内
案
内
の
み
の
参
加
と
な
っ
て
、
た
い
へ

ん
失
望
し
て
い
た
。
訪
朝
予
定
だ
っ
た
日

本
人
学
生
か
ら
の
手
紙
や
渡
航
前
に
羽
田

空
港
で
急
遽
撮
影
し
た
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
女
子
学
生
は

「
決
心
さ
え
す
れ
ば
、
飛
行
機
で
も
船
で

も
行
け
る
の
に
、
こ
う
し
て
涙
ま
で
流
し

て
い
る
の
に
行
け
な
い
、
そ
の
理
由
は
何

か
、
い
ま
さ
ら
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」「
日
本
に
も
我
が
国
に
も
罪
は
あ
り

ま
せ
ん
。
原
因
は
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
北

朝
鮮
へ
の
悪
宣
伝
の
た
め
で
す
」「
外
国

語
っ
て
い
う
の
は
、
一
人
で
勉
強
す
る
も

の
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
？
交
流
が
さ
か
ん
に

な
っ
た
ら
、も
っ
と
勉
強
に
も
な
り
ま
す
」

と
話
し
て
い
た
こ
と
が
印
象
深
い
。

交
流
の
２
日
目
は
、
２
年
ぶ
り
の
大
学

訪
問
と
な
っ
た
。
日
本
語
学
科
の
在
校
生

は
各
学
年
で
４
～
１１
名
程
度
で
、
大
学
の

方
針
で
減
少
傾
向
に
あ
る
。
最
上
級
生
で

あ
る
５
年
生
の
授
業
を
見
学
し
た
の
ち
、

大
学
生
交
流
の
経
緯
や
、
日
本
の
学
生
か

ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
手
紙
を
紹

介
、
大
半
の
学
生
が
熱
心
に
見
て
い
た
。

ま
た
、
学
生
た
ち
に
日
本
語
の
好
き
な

と
こ
ろ
を
挙
げ
て
も
ら
い
、「
尊
敬
語
・

謙
譲
語
に
興
味
が
あ
る
」「
音
の
響
き
が

柔
ら
か
く
て
美
し
い
」
な
ど
が
出
た
。

相
手
を
知
る
こ
と
で 

わ
か
る
こ
と

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
Ｃ
Ｍ
が
流
れ
た
り
、
避

難
訓
練
実
施
の
様
子
が
報
道
さ
れ
た
り

と
、
と
か
く
北
朝
鮮
の
脅
威
と
不
安
を
煽

る
報
道
が
日
本
国
内
で
続
い
た
こ
の
時
期

だ
っ
た
が
、
平
壌
市
内
で
は
特
に
緊
張
は

感
じ
ず
、
毎
年
訪
朝
し
て
い
る
立
場
と
し

て
は
「
い
つ
も
ど
お
り
」
に
見
え
た
。

今
回
の
訪
朝
を
振
り
返
る
と
、「
な
ぜ

今
訪
朝
す
る
の
か
」
を
あ
ら
た
め
て
考
え

る
機
会
に
な
っ
た
と
思
う
。
そ
し
て
、
情

勢
が
厳
し
い
と
き
ほ
ど
、
相
手
の
国
に
住

む
人
々
の
「
顔
」
が
見
え
な
い
状
態
に
陥

り
や
す
く
、
そ
れ
が
相
手
へ
の
不
信
感
、

恐
怖
心
を
募
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を

痛
感
し
た
。
一
方
で
、
今
回
訪
れ
た
先
々

で
「（
こ
の
情
勢
の
な
か
で
）
よ
く
来
て

く
れ
ま
し
た
ね
」
と
私
た
ち
を
迎
え
て
く

れ
た
人
た
ち
が
い
る
。
現
地
の
受
入
団
体

の
方
が
今
回
言
っ
て
い
た
、「
子
供
の
こ

ろ
に
教
わ
っ
た
こ
と
は
忘
れ
な
い
」
と
い

う
こ
と
こ
そ
が
『
と
も
だ
ち
展
』
を
実
施

す
る
理
由
で
、
偏
見
で
凝
り
固
ま
る
前
に

「
相
手
を
知
る
」
こ
と
が
東
北
ア
ジ
ア
の

平
和
に
つ
な
が
る
、
と
あ
ら
た
め
て
感
じ

て
い
る
。

北
朝
鮮
と
つ
な
が
り
、「
顔
が
見
え
る

関
係
」
を
築
い
て
き
た
私
た
ち
だ
か
ら
こ

そ
言
え
る
こ
と
が
あ
る
。
核
武
装
で
平
和

は
つ
く
れ
な
い
。
そ
の
立
場
を
改
め
て
伝

え
る
た
め
の
声
明
を
９
月
２２
日
に
公
表
し

た
（
注
１
）。
ぜ
ひ
お
読
み
い
た
だ
き
た

い
。

日本の学生からの
ビデオメッセージに見入る平壌外大生

◎注１…JVCサイトより。「東北アジアの平和は武力では実現できない」 http://ngo-jvc.info/2fuE6qj
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5月に自衛隊が撤収してから南スー
ダン関連の日本国内での報道は激減し
ているが、現地での紛争は今も続いて
いる。国民の3人に一人、約400万人
が避難生活を送り、国民の半数が深刻
な食料不足に直面。戦闘地域から離れ
た地方でも、経済の破綻によってガソ
リンをはじめ物資の供給は滞り、給与
が支払われないため政府軍兵士の一部
は強盗グループと化し、首都ジュバで
さえ住民は夜間の銃声に怯えている。
6月から7月にかけて担当の今井を

ジュバに派遣、4月に食料支援を実施
した郊外のマンガテン国内避難民キャ
ンプ（600世帯）を再訪、住民との話

し合いを行った。他の援
助団体からの食料支援は
受けていたものの、雨季に
入って蚊が媒介するマラ
リアや他の感染症が多く
みられたため、蚊帳、石鹸
などの支援を決定。ジュバ
市内で物資を調達後、8月
13日に各世帯に配布を行った。今後
も国内避難民キャンプへの支援を行っ
ていくが、食料などの緊急支援ではな
く、生計向上や子どもの就学などの継
続的な支援への移行を計画している。
北部のユニティ州にあるイーダ難

民キャンプでは、2012年以来、難民

が自分たちで運営する幼稚園の支援
を行っている。今年で5年目となるボ
ランティア教員への研修が、幼稚園の
長期休暇を利用して7月に始まった。
児童心理やクラス運営について学び、
10月上旬に終了する予定。

（今井）

南スーダン
国内避難民への支援／難民キャンプでの支援

イラク北部のキルクーク市ラパリン
地区にある現地パートナー INSANの
事務所を使って、避難民・地元住民の
子どもたち約50名を対象とするワー
クショップ「平和のひろば（ピースヤー
ド）」が、8月24日から約1ヵ月間の日
程でスタートした。8月下旬にはJVC
スタッフも現地を訪問しワークショッ
プを視察。ワークショップの最初には、
異なる民族的・宗派的な背景を持つ子
どもたちが、お互い人見知りをしない
ようにお面をつけるという工夫がされ
ていた。子どもたちの中には国内避難
民として避難している期間が数年にな
る子もいて、今年はその子たちのため
の補習授業がワークショップに組み込
まれていた。（池田）

8月18～ 24日、『南北コリアと日
本のともだち展』訪朝団の一員として
高島理事、宮西、今井が平壌を訪問。
米朝間の緊張が高まる中で、大学生の
渡航は断念し日朝大学生交流は中断を
余儀なくされたが、日本の学生からの
メッセージは訪朝団によって平壌の学
生に届けられた。市内のルンラ小学校
で行った絵画交流では、日本の子ども
たちが描いた絵に対して多くのメッ
セージが寄せられた。（本誌14ペー
ジ参照）
訪朝団の一員として渡航した日本の

平和研究者と現地の社会科学院の平和
研究者とによる意見交換の機会もあ
り、平和についての考え方を巡って意
見が交わされた。（今井）

◎若手NGOスタッフ招へい：「生活協
同組合・市民農園・地域循環のある地域
づくり」をテーマに、日本の有機農業の
実践を学ぶためにタイからNGO関係
者が10月に来日する。日本滞在中のプ
ログラムに関して、生活クラブ生協や千
葉県内の市民農園、埼玉県小川町で地域
循環・地域自給の取組みを進めるグルー
プらと準備を進めた。9月初旬に助成金
の採択が決まり、当初予定していたタイ
人5名全員の訪日が決まった。
◎スタディツアー： 9月16日から20
日にかけて開催のタイへのスタディツ
アー『フード・セキュリティを考えるス
タディツアー』の参加者を募集し、最終
的に4名の参加者を得て催行した（本誌
10ページ参照）。（下田）

イラクコリアタイ

現地でのワークショップが開催絵画交流『南北コリアと日本の
ともだち展』／大学生交流

日・タイ経験交流

6月後半 ～ 9月前半

マンガテン国内避難民キャンプにて。
学用品を購入できず学校に通えない子どもが少なくない

J V Cは現在、11の国・地域で活動しています。
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◎出生登録支援：避難民の子どもたちの就学の機会や5歳以
下の医療費免除を得る為の出生登録を支援している。対象地
域で家庭訪問を行い、320名の母親（対象児童406名）の手
続きを進めている。今後、登録に必要な裁判所の証明書など
を内務省に提出した後、出生登録証が発行される。
◎小学校支援：出生登録の取得に伴う生徒数増加に対応する
為、小学校校舎の補修・増設を支援した。8月末までに2校の
改修、2校の増設が終了。さらに1校の改修・増設を予定して
いる。また、各校とも机や椅子が不足しており、骨組みだけの
机や椅子の補修や新規製作によって、合計125セットを複数
校に配布した。

（橋本）

昨年11月の前プロジェクト終了以降、新規プロジェクトの
開始に向けてMoU（現地政府との活動契約）申請作業を進め
ている。県での最終的な承認を得るため、活動内容について
担当者との交渉を進めた。並行して新規プロジェクトの対象
村選定のための調査を行った。
土地・森林保全活動では、村人の持つ土地に関する権利を

伝えるための法律カレンダーの2018年版の作成会議が7月
と9月にあり、スタッフ1名が参加した。また、前プロジェク
トの対象村での企業による土地収用と土地に関する村人の権
利意識の向上をケーススタディとしてまとめる作業を進めた。
スタッフ1名がワークショップで発表し、ラオス国立大学や他
のNGOと経験交流する機会を持った。
8月に東京事務所ラオス事業担当の木村がラオスに出張し、

新規プロジェクトでの活動の具体的な進め方を共有する作業
を進めた。また、土地・森林保全の活動で必須となるGPS機
器の操作や地図作成の研修を内部で行った。6月に法律担当
としてスクサワット・スィークンムアンが、7月に会計担当と
してピンマソン・サイシへンが、8月に地図担当としてハッタ
コーン・ヴォンヴィサーが入職した。（山室）

2017年度は、現在行っているHIV/エイズ関連事業の最
終年にあたる。このため、研修などのインプットよりも、こ
れまでの研修の学びや成果を日常的な活動や実践に定着させ
るためのモニタリングとそれに基づいたフォローアップに力
を入れている。また、8月下旬には、下半期に向けて今年1
月からの活動を振り返る機会を設けた。子どもケアセンター
については、ケア・ボランティア自身による助成金申請や、
他村のセンターとの経験交流を自ら企画・実施するなど、自
立運営に向けた機運が様々な場面で見られるようになってき
た。家庭菜園についても、乾期・冬季に青少年や地域の大人
たちが野菜栽培を継続していた。これらの事例から、事業期
間終了に向けて、持続的に成果が定着していく可能性が確認
された。

（渡辺）

◎若者のレジリエンス・地域保健の向上事業（東エルサレム）：
夏休み中、保健委員会の若者の多くはエルサレム周辺4地域で
サマーキャンプ（50～60人が参加）の運営に注力。環境、健
康な生活、ジェンダーの平等、社会の団結などのテーマでゲー
ムやアクティビティを低学年生向けに提供した。9月に新学
期が始まり、委員会は通常の体制に復帰した。地域のニーズ
に応える小規模プロジェクトを考案中。
◎栄養失調予防事業（ガザ地区）：4月から新事業地のガザ中
部マガジ・ブレイジで活動を実施している。選抜された30人
のボランティア女性たちにより、5月までに妊婦69人、乳児
母親71人が新たに登録され、5歳以下の子どもの母親430人、
5歳以下の子ども634人が新たにアセスメントを受けた。ま
た、46回の前向きな子育て＆栄養教育セッションを実施し、
466人が参加。
◎アドボカシー：占領による制限が多いC地区にて同地区の
被害状況に関する情報収集を継続中。同地区のパートナー団
体も次の活動に向けたプランを検討している。ボランティア
を受け入れる宿舎も完成済。

（山村）

スーダン

ラオス

南アフリカパレスチナ

紛争による避難民・
難民への支援
（南コルドファン州）

農業・農村開発／
土地森林保全事業
（サワナケート県）

ＨＩＶ陽性者支援
（リンポポ州）

若者のレジリエンス向上
事業／栄養失調予防事業
／アドボカシー

新しい机とイスで授業を受ける新1年生

パートナー団体のスタッフが幼児の発達
度を調べているところ。モノの名前をどの
くらい知っているかを確認する

8月の振り返りは子どもケアセンターに
通う10代の青少年とも一緒に行った

GPS機器操作の研修を受ける
JVCスタッフ
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鹿折地区の災害公営住宅（市営鹿折南住宅）において、行
政や地元の支援団体と連携しながら住民の自治会づくりをサ
ポートしている。4月末の準備会発足以来、準備会メンバー
と共に自治会の会則や役員体制、事業計画などの検討を進め
てきたが、9月初めに合意に至り、10月29日に自治会設立
総会を開催することが決定した。8月11日、その鹿折南住
宅敷地内において第2回鹿折復興盆踊り大会が開催され、近
隣住民など約1,200名が参加し親睦を深めた。JVCは実行
委員会メンバーとして準備段階から参画した。
浦島地区の地域活性化に取り組むNPO法人の立ち上げに

ついて、2週間ごとに住民有志の会合を開き、活動内容や運
営体制について協議してきた。8月19～ 20日に、トライ
アルとして、釣りや磯遊び、震災語り部などからなる体験プ
ログラムを住民有志主体で開催し、敷島製パン労働組合の組
合員とその家族19名が参加した。このトライアルの反省も
踏まえた上で、現在、NPO法人より設立手続きに要する期
間が短く、設立や運営の事務負担も少ない一般社団法人の立
ち上げを検討している。（横山）

地域保健活動では、女性の積極
的な参加が目立った。これまで男
性たちが行ってきたマラリア対策
キャンペーンに、地域で保健の学びと実践を行う「家族健康
アクショングループ」の女性たちが初めて加わった。女性た
ちは地域の家庭を巡回し、簡易診断キットを使ってマラリア
感染者を検出、診療所での受診を勧めるとともに衛生指導を
行った。男性による診断に抵抗を感じる女性が多いアフガニ
スタンでは、女性たちによるキャンペーン参加の意義はきわ
めて大きい。さらに家族健康アクショングループの女性たち
は村の衛生環境を改善するために、各家庭から募金を集め、
道路や排水溝の清掃を行った者に支払う試みも始めている。
一方、平和・非暴力の学び合い活動では、教材となる「ピー
スブックレット」が8月に完成した。地域や家庭内での争い
をどうやって解決するか、暴力や差別・偏見をどのようにな
くせばよいか、などの内容をエピソードも交えてわかりやす
く解説している。さっそく配布して地域の住民に読んでも
らっている。（竹村）

気仙沼アフガニスタン

鹿
ししおり

折地区での
復興支援

地域保健活動／
平和活動（ナンガルハル県）

◎NGO・外務省定期協議会2017年
度第1回ODA政策協議会（7月11日）：
谷山・渡辺が参加。
◎2017年度第1回NGO-JICA協議
会（7月4日）：長谷部がTV会議で参加。
◎第65回財務省NGO定期協議会：
渡辺が参加。
◎JICA環境社会配慮助言委員会（9月
1日）：高橋がオブザーバー参加。こ
れに関連して、環境社会配慮ガイドラ
イン見直しプロセスに関する要請文を
JVCとして2通発出した。
◎8月24 ～ 25日 に 開 催 さ れ た
TICAD閣僚会合へ参加予定だった渡
辺のモザンビーク入国ビザが発給され
ず。これに対して、TICAD関連の市民
ネットワークなどが様々な働きかけを
行った（本誌12ページを参照）。（渡辺）

小学生を対象に、村の変遷をよく知
るリーダーから村の歴史を聞き、村の
中に残る森を歩く中で地域の自然資源
を再発見する活動を実施した。聞き
取った内容は冊子にまとめる予定。
年間を通して十分な食べ物を確保す

るための活動のひとつとして食品加工
の研修を実施しているが、今年の研修
メニューを考えるべく改めて対象者と
の話し合いを実施し、加工食品8種類
の研修をこれから実施することにした。
試験農場では多年草の食用植物であ

るチャヤやモリンガの苗木を育ててい
る。その植え方を地域から選出したボ
ランティアに伝えた。今後は育て方や
調理の仕方を紹介するためにそれらの
栄養や特徴などの情報を集めた。

（下田）

原町区の災害公営団地での住民主導によ
るコミュニティづくり支援（サロン運営）
を継続している。加えて、福島第一原発
周辺の旧警戒区域からの避難者が生活す
る復興公営団地の支援関係者とコミュニ
ケーションを取りながら、孤独死防止の
ための支援団体連携づくりを実施してい
る。8月には、JVCの支援する原町区
の大町災害公営団地で、暑気払いを兼ね
た「流しそうめん」の会が2回開催され
た。住民が集まり、流しそうめんのため
の竹の準備や調理を行った。この会には
約40～70人が参加し、普段サロンに
顔を見せない住民も集まったことから、
新しい生活の場で知り合う貴重な機会と
なった。

（白川）

調査研究・政策提言カンボジア南相馬
外務省・JICAとの政策協議／
各種提言

農村における生業改善支援／
環境教育／試験農場

災害公営住宅での
サロン運営

完成したピースブックレット

8月19～20日に開催した体験プログラム「夏
のワクワク体験inうらしまがっこう」にて
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繰
り
返
さ
れ
る

開
発
の
負
の
側
面

高
岩
仁
監
督
『
教
え
ら
れ
な
か
っ
た
戦
争
』

（
１
９
９
２
年
）
と
い
う
映
画
が
あ
る
。
戦
前

か
ら
戦
中
に
か
け
て
、
日
本
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
や

マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
で
燐
や
木
材
の

確
保
に
奔
走
し
、
現
地
の
住
民
を
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
労
働
者
と
し
て
雇
用
し
、
自
然
破
壊
と

差
別
の
下
で
経
済
侵
略
を
進
め
な
が
ら
、
ア
ジ

ア
の
民
衆
に
も
た
ら
し
た
惨
禍
の
実
態
を
描
い

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
る
。
映
画
は
現
代

か
ら
過
去
に
遡
っ
て
い
く
。
冒
頭
、
８０
年
代
に

実
施
さ
れ
た
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
円
借
款
事

業
「
カ
ラ
バ
ル
ソ
ン
地
域
開
発
」
が
地
域
住
民

に
立
ち
退
き
を
強
要
し
、
そ
れ
に
反
対
す
る
住

民
が
涙
な
が
ら
に
抗
議
す
る
シ
ー
ン
で
始
ま

る
。
立
ち
退
き
に
反
対
し
て
い
た
住
民
は
、
最

終
的
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
に
よ
る
発
砲
を
伴
う

強
制
代
執
行
に
よ
っ
て
追
い
出
さ
れ
て
し
ま

う
。
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
が
涙
な
が
ら
に
訴
え

る
。「
な
ぜ
日
本
は
再
び
、
私
た
ち
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
を
苦
し
め
る
の
か
。
そ
れ
も
、
今
度
は
私

た
ち
の
国
軍
を
使
っ
て
。
こ
れ
は
、
大
日
本
帝

国
に
よ
る
第
二
の
侵
略
だ
！
」

そ
し
て
現
在
の
、
プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
と
い
う
Ｏ

Ｄ
Ａ
事
業
が
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
農
民
に
も
た
ら
し

て
い
る
事
態
は
、
８０
年
代
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
起

こ
っ
た
カ
ラ
バ
ル
ソ
ン
地
域
開
発
事
業
と
基
本

的
に
は
同
じ
構
造
で
あ
る
。
日
本
の
た
め
に
行

わ
れ
る
開
発
で
あ
り
、
反
対
す
る
住
民
は
現
地

政
府
を
使
っ
て
押
さ
え
込
む
。
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

の
場
合
、
さ
す
が
に
武
器
ま
で
は
使
用
し
て
い

な
い
よ
う
だ
が
、
農
民
に
対
す
る
嫌
が
ら
せ
や

脅
迫
は
８０
年
代
の
そ
れ
と
変
わ
ら
な
い
。

も
し
プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
と
カ
ラ
バ
ル
ソ
ン
に
違

い
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
問
題
に

対
す
る
現
地
住
民
た
ち
の
批
判
の
「
形
」
な
の

か
も
し
れ
な
い
。
プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
に
反
対
す
る

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
農
民
の
主
張
は
力
強
い
。
同
時

に
理
知
的
で
も
あ
る
。「
十
分
に
情
報
が
公
開

さ
れ
て
い
な
い
」、「
小
農
の
た
め
と
言
い
な
が

ら
小
農
民
の
参
加
が
な
い
し
、
意
見
も
聞
い
て

く
れ
な
い
」、「
農
民
を
分
断
し
よ
う
と
す
る
政

府
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
信
用
で
き
な
い
」な
ど
な
ど
。

一
方
、
カ
ラ
バ
ル
ソ
ン
計
画
で
立
ち
退
か
さ
れ

た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
た
ち
は
、「
日
本
帝
国
の
第

二
の
侵
略
だ
！
」
と
感
情
的
非
難
を
前
面
に
出

し
て
い
る
。

し
か
し
、『
教
え
ら
れ
な
か
っ
た
戦
争
』が
語

る
よ
う
に
、
住
民
に
犠
牲
を
強
い
る
よ
う
な
構

造
を
持
つ
「
開
発
」
は
昔
か
ら
行
わ
れ
て
き
た

し
、決
し
て
、フ
ィ
リ
ピ
ン
の
方
が「
酷
い
」わ

け
は
な
い
。
た
だ
、
こ
う
し
た
批
判
の
「
形
」

の
違
い
の
た
め
に
、
私
た
ち
日
本
人
の
受
け
止

め
方
が
異
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
歴
史
的
／
地
理

的
遠
さ
も
あ
い
ま
っ
て
、ア
フ
リ
カ
を「
軽
く
」

見
て
い
る
ふ
し
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

確
か
に
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
Ｇ
Ｌ
、
注
１
）の
よ
う
な
、

開
発
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
制
度
も

整
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
制
度
は
、
無
名

の
多
く
の
犠
牲
者
の
屍
の
上
に
専
門
家
と
市
民

社
会
の
協
力
の
下
に
打
ち
立
て
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
こ
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
で
開
発
を

適
切
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
持
続
可
能
な
社
会

を
築
く
こ
と
が
、
過
去
か
ら
の
呼
び
か
け
に
対

す
る
応
答
責
任
（
レ
ス
ポ
ン
シ
ビ
リ
テ
ィ
）
の

ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
当
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ス
タ
ッ
フ
は
、
こ
う
し
た
制
度
の
背
景
に
あ
る

歴
史
的
重
み
を
き
ち
ん
と
受
け
止
め
て
い
な
い

の
で
な
い
か
。
Ｇ
Ｌ
を
恣
意
的
に
運
用
し
、
適

用
す
る
事
実
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
彼
ら
に
は
開
発
事
業
を
し
っ
か
り
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
べ
き
と
い
う
「
マ
イ
ン
ド
」
が
欠
け

て
い
る
の
だ
。

今
年
４
月
、
プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
事
業
に
反
対
し

て
き
た
農
民
た
ち
は
、
自
ら
の
生
活
や
治
安
上

の
リ
ス
ク
を
お
し
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
へ
の
異
議
申

し
立
て
手
続
き
に
踏
み
込
ん
だ
（
注
２
）。
プ

ロ
サ
バ
ン
ナ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
は
十
分

に
環
境
社
会
配
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
が
そ
れ
を
怠
っ
た
こ
と
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

違
反
な
の
で
は
な
い
か
。
農
民
の
意
見
が
き
ち

ん
と
聞
き
届
け
ら
れ
な
い
の
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
違
反
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
申
し
立
て
の

主
張
で
あ
る
。
現
在
、
こ
の
申
し
立
て
に
従
っ

て
、「
中
立
」
か
つ
「
独
立
」
し
て
い
る
と
さ
れ

る
３
名
の
審
査
役
に
よ
っ
て
現
地
調
査
も
含
め

審
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
判
断

が
下
さ
れ
る
か
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ

る
。Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
も
人
間
で
あ
る
な
ら
ば
、
審

査
役
も
人
間
で
あ
る
。
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
判

断
が
下
す
に
し
ろ
、
そ
こ
に
感
情
が
入
り
込
む

こ
と
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
、
プ
ロ

サ
バ
ン
ナ
が
ア
ジ
ア
で
は
な
く
、
ア
フ
リ
カ
の

問
題
で
あ
る
と
い
う
理
解
が
影
響
し
な
い
と
言

い
切
れ
る
だ
ろ
う
か
。
ま
し
て
や
、
プ
ロ
サ
バ

ン
ナ
は
安
倍
政
権
肝
い
り
の
政
治
案
件
で
も
あ

る
。
政
治
は
極
め
て
感
情
的
な
世
界
で
あ
り
、

今
流
行
の
「
忖
度
」
が
強
く
働
く
場
で
あ
る
。

も
し
、外
務
省
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が「
第
二
の
侵
略
」

と
声
高
に
批
判
さ
れ
る
心
配
の
な
い
ア
フ
リ
カ

だ
か
ら
と
甘
く
考
え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
ツ
ケ
は
必
ず
未
来
に
大
き
く
回
帰
し
て
く
る

で
あ
ろ
う
。
待
っ
た
な
し
の
地
球
規
模
課
題
に

直
面
す
る
私
た
ち
は
、
歴
史
を
教
訓
に
「
未
来

の
し
が
ら
み
」
に
果
敢
に
向
き
合
う
こ
と
が
必

要
な
の
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
の
小
農
た
ち
と
良

い
関
係
を
築
く
こ
と
が
「
未
来
」
で
あ
り
、
小

農
た
ち
が
異
議
申
し
立
て
で
問
う
て
い
る
の
は

そ
の
こ
と
で
あ
る
。

プロサバンナ事業    第20回

小
農
か
ら
の
「
異
議
申
し
立
て
」
が 

意
味
す
る
も
の

今
年
４
月
に
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
住
民
た
ち
が
起
こ
し
た

プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
事
業
へ
の
「
異
議
申
し
立
て
」
は
、

現
在
そ
の
審
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
最
中
だ
。

結
果
は
ど
う
出
る
か
ま
だ
わ
か
ら
な
い
が
、
今
回
は
、
そ
の
異
議
申
し
立
て
が

持
ち
う
る
意
味
を
、
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
と
日
本
と
の
関
係
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

調
査
研
究
・
政
策
提
言
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

高
橋 

清
貴

◎注１…JICA環境社会配慮ガイドライン  http://ngo-jvc.info/2i5jSEu
◎注２…ＪＩＣＡサイトより  ｈｔｔｐ://ｎｇｏ-ｊｖｃ.ｉｎｆｏ/２ｔｌＡ０Ｓｍ。  ５０ページにわたる異議申し立ての日本語訳が掲載されている。 
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今
年
の
国
際
有
機
農
業
映
画
祭
は
１２
月
３

日
（
日
）
に
東
京
・
御
茶
の
水
駅
に
近
い
全

電
通
労
働
会
館
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。
今

年
の
映
画
祭
の
テ
ー
マ
は
「
い
の
ち
を
引
き

継
ぐ
」
で
す
。
成
長
、
効
率
、
大
き
い
こ
と
、

そ
ん
な
価
値
観
に
覆
わ
れ
た
世
界
で
、
い
の

ち
は
と
て
も
粗
末
に
扱
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

農
業
の
世
界
も
同
じ
で
す
。「
競
争
に
勝
て

る
〝
強
い
農
業
〞
を
！
」
そ
ん
な
言
葉
が
飛

び
交
い
、
効
率
と
成
長
の
名
に
も
と
に
、
土

を
殺
し
、
虫
を
、
草
を
絶
滅
さ
せ
る
農
業
が

世
界
中
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
同
時
に
、
農
の
営
み
は
、
そ
う
で

は
な
い
〝
も
う
ひ
と
つ
の
世
界
〞
を
確
実
に

つ
く
り
出
し
て
も
い
ま
す
。
自
然
を
丸
ご
と

受
け
入
れ
、
い
の
ち
を
つ
な
げ
て
い
く
農
業

の
世
界
で
す
。
今
年
の
映
画
祭
は
そ
う
し
た

実
践
を
描
く
作
品
を
中
心
に
構
成
し
て
お
り

ま
す
。
上
映
作
品
の
ひ
と
つ
『
我
々
の
土
地

は
今
』
は
ア
フ
リ
カ
各
地
で
外
国
資
本
か
ら

土
地
を
守
る
農
民
の
運
動
を
描
い
た
も
の
で

す
。
こ
の
作
品
の
解
説
を
Ｊ
Ｖ
Ｃ
南
ア
フ
リ

カ
事
業
担
当
の
渡
辺
直
子
さ
ん
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
映
画
上
映
と
合
わ
せ
、
三
里
塚

の
百
姓
石
井
恒
司
さ
ん
ら
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
種
っ
て
お
も
し
ろ
い
！
」
も
開
催
し

ま
す
。

「
来
年
で
最
後
と
聞
き
ま
し
た
。
寂
し
く
な

り
ま
す
ね
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
、

今
年
の
チ
ケ
ッ
ト
の
ご
注
文
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
会
員
の
方
で
し
た
。

長
い
議
論
の
末
に
た
ど
り
つ
い
た
、
東
京

公
演
「
２
０
１
８
年
フ
ィ
ナ
ー
レ
」
の
決
定

を
、
本
誌
３
２
６
号
、
ま
た
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
お
知
ら
せ
欄
」
で
お
伝
え
し
て

い
ま
す
。
お
知
ら
せ
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
声

が
事
務
局
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
長
く
続
い

た
公
演
の
歴
史
を
実
感
し
ま
す
。
あ
と
２
年

あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
今
年
の
公
演
に
ご
来

場
く
だ
さ
い
！

今
年
の
演
目
は
ヘ
ン
デ
ル
『
メ
サ
イ
ア
』

で
す
。
１
７
４
２
年
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ダ
ブ

リ
ン
で
初
演
さ
れ
た
こ
の
曲
は
、
今
日
ま
で

の
２
８
０
年
近
い
間
、
多
く
の
国
で
愛
さ
れ

演
奏
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
曲
を
知
る
と
、

コ
ン
サ
ー
ト
の
み
な
ら
ず
、
テ
レ
ビ
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
な
ど
で
も
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
き
ま
す
。
こ
の
『
メ
サ
イ
ア
』
を
指

揮
者
、
ソ
リ
ス
ト
を
英
国
と
日
本
か
ら
お
招

き
し
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
歌
声
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
と
の
共
演
で
お
届
け
し
ま
す
。

今
年
の
演
奏
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

「
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
の

疲
れ
が
と
れ
ま
し
た
」、「
音
楽
を
通
し
て
世

界
貢
献
し
て
い
る
活
動
に
共
感
し
た
」、「
毎

回
厳
粛
な
気
持
ち
に
な
り
、
良
い
と
思
っ
て

い
る
。
そ
し
て
世
界
で
暮
ら
し
て
い
る
人
々

に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
」、
昨
年
の
来
場
者

の
コ
メ
ン
ト
で
す
。
今
年
も
新
た
な
感
動
を

お
伝
え
い
た
し
ま
す
！
ぜ
ひ
「
チ
ケ
ッ
ト
１

枚
の
国
際
協
力
」
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

い
の
ち
の
営
み
を

未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
実
践

国
際
有
機
農
業
映
画
祭
運
営
委
員
会　

大
野　

和
興

 ＂
メ
サ
イ
ア
＂を
聴
く
︑

 こ
れ
も
ひ
と
つ
の
国
際
協
力

コ
ン
サ
ー
ト
事
務
局　

石
川 

朋
子

第
11
回 

国
際
有
機
農
業
映
画
祭
２
０
１
７

Ｊ
Ｖ
Ｃ
国
際
協
力
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
７

日時：2017年12月3日（日）　10：00～19:45
場所：全電通労働会館ホール
チケット：［一般］前売2,000円・当日2,500円
　　　　 ［25歳以下］前売り500円・当日1,000円
　　　　 ［中学生以下］無料
上映作品：『未来の収穫』（フランス）、
『生きる 伝える“水俣の子”の60年』（日本）、
『我々の土地は今』（フランス）、『たね』（アメリカ）、
『ユーターン』（ルーマニア）、『街を食べる』（イギリス）

　　　　　　　『メサイア』
日時：2017年12月2日（土） 14：00～
場所：いずみホール

　　　　　　　『メサイア』
日時：2017年12月9日（土）15:00～
場所：昭和女子大学人見記念講堂

※チケット情報他、本公演の詳細情報は
　同封のチラシ、JVCホームページを
　ご覧ください。

告  

知

告  

知

公式サイト  http://www.yuki-eiga.com/

大阪公演

東京公演

大阪公演

東京公演
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8月27日（日）の夜、パーシモン小ホール（目黒区）にて、
MONSOLO（モンソロ）本田早美花とパリの仲間たち「ピ
アノ四重奏演奏会」が開催されました（主催：モンソロ来日
公演実行委員会）。200枚のチケットはほぼ完売しており、
開場前には、来場者の長い列ができていました。
MONSOLOとは、音楽の高等教育機関として世界で最も

歴史と伝統があるパリ国立高等音楽院出身のメンバーによっ
て結成されたバイオリン、ヴィオラ、チェロ、ピアノの4人
のアンサンブルです。フランスを拠点にイタリア、スペイン
で定期的に演奏活動を行うかたわら、日本にもこれまで7度
来日し、演奏会や子どもたちへの音楽ワークショップ、小学
校訪問コンサート等を行っています。
このMONSOLOとJVCをつないでくださったのが、
JVC会員／マンスリー募金サポーターである鈴木祐子さん
です。鈴木さんの娘さんと、本田早美花さん（バイオリン）
が幼稚園の友だち同士、というご関係でこのコンサートが実
現しており、今回は2013年のスーダン支援コンサートに続
いて2度目のMONSOLOによるJVC支援コンサートとな
りました。
当日の演目はシューマンとブラームスの「室内楽」という

本格的なプログラムで、裏方には、JVCボランティア、合唱
団員、スタッフが参加し、会場アナウンス、チケットもぎり、
プログラム渡し、会場案内等を担当しました。
20時半の終演時には、ロビーがMONSOLOのCDを購
入する方、サインや記念撮影を求める方でいっぱいになりま
した。集まったアンケートには「本当に本当に素晴らしかっ
たです。音が本当に美しくてキラキラしていて、引き込まれ
ました！」、「親しみの感じられる距離と空間でアンサンブル
を聞くことができて、ぜいたくな思いでした。素晴らしかっ
た」「4人ながら迫力があり、聴かせるものがありました。」と、
演奏を称賛する声が寄せられました。
主催者代表の本田名穂さんより当日10万円のご寄付を頂
戴し、「沢山のJVCのボランティアさんのお手伝いがありと
ても助かりました。コンサートの成功にご協力くださり本当
にありがとうございました。MONSOLOのメンバーとコ
ンサートに関わった全ての人たちからのご寄付ですので、ど
うぞお役立てくださいませ」と、あたたかいメッセージをい
ただきました。改めまして、鈴木祐子さん、本田名穂さん、
すばらしい演奏を披露してくださったMONSOLOの皆さ
んに、心より感謝申し上げます。

7/2(日) 神奈川県川崎市【出展】
2017インターナショナル・フェスティバル 
in カワサキ

7/8 (土) 愛知県名古屋市
高木仁三郎市民科学基金 市民科学 研究成
果発表会2017
7/14 (金) 東京都渋谷区
種子法廃止でどうなる たねと食と農

7/16(日)東京都千代田区
カンボジア政治・人権状況 ～法整備支援 
2018年総選挙に向けて

7/29(土) 東京都新宿区
ジャーナリズムとNGO・NPOとの連携を求
めて ～主流メディアを超えたチカラの台頭

8/2(水) 東京都新宿区
寺カフェBOOKクラブ Vol.2 
（1回目：『読まずにいられぬ名短編』）
国際協力団体8団体のスタッフ有志で企画する、「お寺
でお茶を飲みながら小説について語り合う読書会」と
いう連続企画の、今年の春につづいての第２段。今回
はちくま文庫の北村薫・宮部みゆき編の短編集が題材
です。

8/7(月) 東京都台東区
夏! ボランティア体験 小学生参加特別プログ
ラム ～アラビア語で文字を書いてみよう～
JVC東京事務所がある台東区の社会福祉協議会によ
る、地元住民向けのボランティア受入プログラムに受
入団体として参加しました。その一環として、アラビア
語で自分の名前を書いてみるワークショップを開催し
ました。

9/13(水) JVC東京事務所
駐在2年目! ラオス駐在員一時帰国報告会 
昨年9月からラオスに駐在している山室が一時帰国。
駐在一年目で見てきた「森の国ラオス」という国の現
実をお伝えしました。

9/15(金) 東京都新宿区
寺カフェBOOKクラブ Vol.2 
（2回目：『名短編、さらにあり』）

9/16 (土)～9/20 (水) タイ
フード・セキュリティを考える タイ・スタディー： 
あるべき「食」の未来を考える5日間の旅
WTOやTPPといった国際的な自由貿易協定の枠組み
や、日本では穀物の品種保護に関する規制緩和（種子法
の廃止）が進む状況にあって、私たちの「食」に関してタ
イでの取り組みに学ぶスタディツアーです（本誌10ペー
ジ参照）。

9/21(木) 東京都文京区
「北朝鮮」と「イラク」を知ろう！ 
東北アジア各国を結ぶ絵画交流『南北コリアと日本のと
もだち展』と、国内避難民と地元住民の子どもたちをつ
なげるイラク北部での平和交流ワークショップ。JVCが
関わるこの２つの活動が持つ共通の意味を提示しまし
た。

9/21(木) 東京都港区
今、「働く」とはどんなことか 日本とアフリカ
の「農の営み」から
セネガルを始めとするアフリカの農村での暮らしと、日
本の地域での農業の取り組みとを題材に、自らも畑を
営んでいる明治学院大学名誉教授の勝俣誠さんに、
働くこと／耕すこと／食べることなどを語っていただ
きました。

9/27(水) 東京都新宿区
寺カフェBOOKクラブ Vol.2 
（3回目：『とっておき名短編』）

9/30(土)、10/1(日)東京都江東区【出展】
グローバルフェスタ・ジャパン2017

MONSOLOの4名と鈴木祐子さん（写真左）

いべんと・ピックアップ！

その他の主なイベント

8/27（日）東京・目黒区

本田早美花とパリの仲間たち
「ピアノ四重奏演奏会」
コンサート事務局　石川 朋子
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『
ソ
ニ
ー
タ
』

ロ
ク
サ
レ
･
ガ
エ
ム
･
マ
ガ
ミ
監
督
／

Ｔ
Ａ
Ｇ
／
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｕ
Ｍ
制
作
／
２
０
１
５
年
／

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ピ
ー
プ
ル
配
給
／
９１
分

 

僕
も

「
戦
争
」
し
て
い
ま
す

株
式
会
社
タ
ン
ジ
ェ
ン
ト

映
像
監
督　

石
井 

貴
英

広
報
担
当　

大
村 

真
理
子

６
年
前
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
仕
事
で
「
し
あ
わ
せ

の
国
ブ
ー
タ
ン
」
を
取
材
し
た
時
以
来
の
友

人
で
あ
る
プ
ン
ツ
ォ
君
が
来
日
し
た
時
の
話

で
す
。
秋
葉
原
の
カ
フ
ェ
の
店
内
で
ト
レ
ー

を
持
っ
た
ま
ま
座
ろ
う
と
し
な
い
プ
ン
ツ
ォ

君
。
理
由
は
、「
他
の
人
た
ち
が
空
い
て
い

る
席
を
探
し
て
い
る
か
ら
」。

ブ
ー
タ
ン
人
は
、
困
っ
て
い
る
人
が
い
た

ら
絶
対
に
、絶
対
に
助
け
る
習
慣
が
あ
っ
て
、

人
で
あ
ろ
う
と
動
物
で
あ
ろ
う
と
迷
わ
ず
助

け
る
の
で
す
。「
席
が
空
い
て
い
る
か
ら
私

が
座
れ
る
ん
だ
」
と
い
う
理
屈
の
も
と
、
自

分
よ
り
疲
れ
て
い
る
誰
か
を
探
そ
う
と
も
し

な
い
。
僕
は
、
こ
れ
が
今
の
戦
争
の
『
根

源
』
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
カ
フ
ェ
や
電
車

の
席
、
公
園
の
あ
そ
び
場
所
、
職
場
で
の
立

場
…
そ
う
で
す
、
僕
も
あ
な
た
も
普
段
か
ら

「
小
さ
な
戦
争
」
を
し
て
い
る
の
で
す
。「
例

が
極
端
だ
！
」
と
い
う
方
が
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
今
現
在
、
利
権
や
国
の
領
土
を

奪
い
合
っ
て
い
る
人
た
ち
は
、
こ
の
カ
フ
ェ

で
の
出
来
事
と
同
じ
よ
う
に
、
何
か
自
分
の

た
め
の
理
由
を
つ
け
て
戦
争
を
し
て
い
る
だ

と
思
い
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
僕
は
以
前
Ｊ
Ｖ
Ｃ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
Ｔ
ｉ
Ｑ
Ｎ
ｏ
Ｋ
ｏ
（
地

球
の
子
）』
と
い
う
、
み
ん
な
赤
ち
ゃ
ん
の

よ
う
に
寝
っ
転
が
っ
て
う
た
う
歌
を
作
ろ

う
！
と
い
う
面
白
い
試
み
に
演
出
と
し
て
参

加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
様
々
な
国
籍
、

様
々
な
立
場
の
人
が
地
面
に
寝
っ
転
が
り

「
◎
◎
も
△
△
も
み
ん
な
地
球
の
子
ど
も（
平

等
）
な
ん
だ
〜
♪
」
と
歌
う
曲
で
す
。
そ
の

制
作
期
間
中
に
、
あ
る
Ｊ
Ｖ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ
が

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」
と
い

う
自
問
自
答
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
が
印

象
的
で
し
た
。
自
分
の
活
動
の
正
義
に
対
し

て
迷
い
な
く
や
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
い

た
の
で
驚
き
ま
し
た
。
簡
単
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
っ
て
い
う
け
ど
、
本
当
に
凄
い
こ
と
を

や
っ
て
い
る
と
思
う
。
ざ
っ
く
り
し
た
言
い

方
だ
け
ど
、
本
気
で
思
い
ま
す
。

僕
は
小
さ
な
会
社
で
社
員
の
給
与
を
出

す
た
め
に
頑
張
っ
て
働
い
て
、
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
で
笑
い
や
感
動
を
創
っ
て
い
き
ま

す
。
業
界
は
ち
ょ
っ
と
違
う
け
れ
ど
、
Ｊ
Ｖ

Ｃ
を
見
習
っ
て
世
界
に
目
を
向
け
て
生
活
し

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
僕
は
「
小
さ

な
戦
争
」
を
繰
り
返
し
て
い
く
で
し
ょ
う
、
人

の
本
能
に
は
逆
ら
え
ま
せ
ん
。
で
も
同
時
に
、

自
分
の
し
て
い
る
こ
と
を
美
化
せ
ず
素
直
に

反
省
し
て
、
世
界
中
の
人
と
仲
良
く
し
て
い

く
努
力
を
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。「
大
丈

夫
？ 

な
に
か
困
っ
て
る
こ
と
あ
る
？
」
っ
て
。

公
式
サ
イ
ト
の
レ
ビ
ュ
ー
の
中
に
、
サ
ヘ

ル
・
ロ
ー
ズ
さ
ん
の
こ
ん
な
言
葉
が
あ
っ

た
。「
ド
ラ
マ
の
よ
う
な
、
ス
ト
ー
リ
ー
展

開
。
何
度
も
フ
ラ
イ
ヤ
ー
を
確
認
し
て
、
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
な
ん
だ
と
」。
私
も
同
じ

感
想
だ
っ
た
。
こ
れ
が
実
話
な
の
か
と
。
ソ

ニ
ー
タ
の
よ
う
な
ド
ラ
マ
は
誰
に
も
起
こ
る

も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も

「
難
民
」
と
く
く
ら
れ
た
人
々
ひ
と
り
ひ
と

り
に
、
こ
の
よ
う
な
日
常
が
あ
り
、
か
け
が

え
の
な
い
人
生
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い

け
な
い
。

舞
台
は
イ
ラ
ン
・
テ
ヘ
ラ
ン
。
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
か
ら
逃
れ
、
こ
こ
に
難
民
と
し
て
暮

ら
す
ソ
ニ
ー
タ
は
８
人
兄
弟
、
公
的
な
誕
生

記
録
が
な
い
の
で
正
確
な
年
齢
は
分
か
ら
な

い
が
、
撮
影
期
間
は
１６
歳
か
ら
１８
歳
。
家
族

は
イ
ラ
ン
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
分
断
さ

れ
、
ソ
ニ
ー
タ
は
兄
弟
数
人
と
、
テ
ヘ
ラ
ン

で
暮
ら
し
て
い
る
。
映
画
は
、
ソ
ニ
ー
タ
が

「
ラ
ッ
パ
ー
に
な
る
」と
い
う
夢
を
語
る
シ
ー

ン
か
ら
始
ま
る
。

滞
在
許
可
証
を
持
た
な
い
ソ
ニ
ー
タ
の
生

活
は
厳
し
い
。
大
家
に
家
を
出
て
行
く
よ
う

に
言
わ
れ
て
も
、
許
可
証
が
な
い
た
め
保
証

金
が
必
要
と
な
り
、
次
の
家
を
借
り
る
こ

と
も
で
き
な
い
。
１
５
０
ド
ル
足
り
な
い

の
だ
。
通
っ
て
い
る
子
ど
も
保
護
施
設
に

１
５
０
ド
ル
の
相
談
を
す
る
ソ
ニ
ー
タ
に
、

胸
が
苦
し
く
な
る
。

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
、「
結
納
金
３
０
０
０

ド
ル
」
で
嫁
に
行
く
。
そ
ん
な
友
人
に
ソ

ニ
ー
タ
は
ラ
ッ
プ
を
捧
げ
る
。「
ま
だ
学
校

に
通
い
た
い
の
に
…
」。
友
人
は
聴
き
な
が

ら
、
静
か
に
涙
を
流
す
。
そ
の
後
、
ソ
ニ
ー

タ
に
も
舞
い
こ
ん
だ
「
結
納
金
９
０
０
０
ド

ル
」
の
結
婚
話
。
家
族
は
結
婚
を
進
め
よ
う

と
す
る
が
、
ソ
ニ
ー
タ
は
抵
抗
す
る
。「
結

婚
は
女
性
の
天
職
」「
女
性
は
歌
っ
て
は
い

け
な
い
」
と
い
う
し
き
た
り
も
、
彼
女
の
前

に
大
き
く
立
ち
は
だ
か
る
。

そ
れ
で
も
、
ソ
ニ
ー
タ
は
決
し
て
、
歌
う

こ
と
を
や
め
な
い
。
歌
詞
に
込
め
た
想
い

を
、
全
身
全
霊
で
発
信
し
て
い
く
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
彼
女
の
想
い
、
才

能
が
全
世
界
に
広
が
っ
て
い
く
…
。「
道
を

切
り
開
く
」
と
は
こ
う
い
う
こ
と
だ
。
目
の

前
で
祖
国
に
戻
さ
れ
そ
う
に
な
る
ソ
ニ
ー
タ

を
追
う
女
性
監
督
の
迷
い
も
生
々
し
く
、
心

に
残
る
。
こ
れ
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
だ
。

今
も
ソ
ニ
ー
タ
は
同
じ
地
球
上
で
歌
う
こ
と

を
や
め
ず
に
生
き
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
、

同
じ
よ
う
な
環
境
に
悩
む
女
の
子
を
ど
れ
だ

け
励
ま
す
こ
と
か
。
心
か
ら
応
援
し
た
い
。
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編 集 後 記
9月に東村山市にある多磨全生園を訪ねました。広大な敷地
内にある公園では、近所の子供たちが野球を楽しむ、ここは、
明治時代から90年にもわたる隔離政策がとられたハンセン
病の国立療養所のひとつです。療養所内では、施設運営のた
めの「患者作業」があり、緑豊かな木々や春に咲き乱れる桜
の木は彼らの作業によるもの。語り部の言葉は心に刺さりす
ぎて、自分たちの足元、日本をしっかり見なければならない
と痛感しました。（宮）

下田　寛典 非常勤カンボジア事業担当
 （9月1日付：非常勤タイ事業担当兼務）

金子　由佳 エルサレム事務所現地代表（7月31日付）

山崎　勝 非常勤カンボジア事業担当（7月31日付）

白川　徹 南相馬事業担当（9月12日付：育児休暇より）

並木　麻衣 パレスチナ事業担当（9月1日～12月31日予定）

南澤　正久
非常勤パレスチナ事業担当（8月3日付）

2011年にタイで大洪水を経験し、タイ人の底
力とボランティア精神に感銘を受けたことが
きっかけでこの世界に。地域ボランティア、イ
ベントなどにも参加しつつ勉強の毎日で、野菜
づくりと料理も少し。最近のあだ名はZAWA
です。

伊藤　圭
収益事業担当（カレンダー事務局）（10月1日付）

これまで約10年フリーカメラマンとして仕事
をしてましたが、20代前半に他のNGOで働い
ていたことがあり、今回業界復帰しました。娘
が3人、家庭内には男一人なのでだんだん居場
所がなくなりつつある今日この頃…。

募金集計
募金にご協力ありがとうございます。
JVCの活動は、皆さまの募金によって支えられています。
JVCへの募金は、税制優遇措置を受けることができます。

無 指 定 1 4 , 4 5 3 , 1 8 8
タ イ 1 1 , 2 2 8
カ ン ボ ジ ア 7 , 1 3 4 , 0 9 9
ラ オ ス 8 2 4 , 7 9 7
南 ア フ リ カ 1 0 4 , 0 4 5
ア フ ガ ニ ス タ ン 2 4 6 , 0 4 7
イ ラ ク 1 , 3 2 6 , 5 0 2
ス ー ダ ン 5 5 5 , 0 4 5
南 ス ー ダ ン 2 7 8 , 0 4 4
パ レ ス チ ナ 2 , 2 3 6 , 5 5 2
コ リ ア 1 2 7 , 9 9 2
東 日 本 大 震 災 2 9 2 , 2 8 3
み ど り 一 本 1 8 6 , 5 4 6
東 京 管 理 2 , 6 4 2
調 査 研 究 1 3 , 5 4 4
コ ン サ ート 2 3 9 , 4 7 0

指 定 先 期間（6～ 8月）

合 　 計 2 8 , 0 3 2 , 0 2 4

※上表に「夏/冬の募金」も含みます

場所 ： JVC東京事務所

内容 ： データ入力、商品の封入、仕分け作業、
　　　商品の発送準備など

申込先 ： カレンダー事務局まで
　　　　03-3834-2388
　　　　calendar@ngo-jvc.net

日程・場所 ： ［大阪］12月2日（土）いずみホール
　　 　　　［東京］12月9日（土）昭和女子大学人見記念講堂

内容 ： プログラム渡し、場内案内、プレゼント受付など
　　　（東京と大阪で異なります）

申込先 ： コンサート事務局まで
　　　　03-3836-4108
　　　　concert@ngo-jvc.net

ボランティア 募 集 中
JVCでは、カレンダー発送作業やJVCコンサート
の当日ボランティアを募集しております。皆様の
ご参加をお待ちしております。

「夏の募金」報告

8,463,077円

2017年「夏の募金」へご協力いただき、
ありがとうございました！  ※指定寄付／無指定寄付すべてを含みます

850件
6月14日～8月31日集計

入　職

異　動

退　職

復　職

産前産後休暇

カレンダーボランティア

コンサート当日ボランティア



クレジットカードでもご購入いだけるようになりました！ 
詳細は本紙同封のチラシをご覧ください。

「気軽にできる国際協力」に
ぜひご参加ください！

J V Cでは会員を募集しています

会 員 数（ 1 0月 1 日 現 在 ） 合 計 1 , 0 0 9 名（ 正 会 員 5 5 8 名  賛 助 会 員 4 5 1  名 ）

一般会員
学生会員
団体会員

それぞれに
正会員と賛助会員があります

10,000円
5,000円

30,000円

◎発行  ＝ 日本国際ボランティアセンター（JVC） 〒110-8605 東京都台東区上野5-3-4 クリエイティブOne秋葉原ビル6F TEL 03-3834-2388  FAX 03-3835-0519

◎発行人  ＝ 谷山博史　◎編集人  ＝ 大野和興・長谷部貴俊　◎編集スタッフ ＝ 樫田秀樹・細野純也　◎デザイン  ＝ 渡部健　◎印刷  ＝ 株式会社ベスト・プリンティング

本誌の記事・写真などの無断転載・複写を禁じます。本誌は、日本の森の間伐材を有効利用して作られた用紙「間伐材印刷用紙」（古紙 9 0 %、間伐材パルプ1 0 %）で作成しました。

2 0 1 7 年 1 0 月 2 0 日 発 行（ 通 巻 3 2 8 号・年 4 回 発 行 ）

T r i a l & E r r o r   トライア ル・アンド・エラー  （ 試 行 錯 誤 ）

日本国際ボランティアセンター（J a p a n  I n t e r n a t i o n a l  V o l u n -
t e e r  C e n t e r）は、1 9 8 0年2月、タイのバンコクで誕生した市民に
よる国際協力団体です。J V Cの活動目的は、国際社会のなかで、社
会的、精神的、物理的に困難な立場を強いられているアジアやアフリ
カ・中東の人びとに協力すると同時に、地球環境を守る新しい生き方
と人間関係をつくり出そうということにあります。そのため私たち
は、自らの意志でJ V Cに参加し、活動を継続してきました。J V Cはボ
ランティアという言葉を、「自発的意志をもって、責任ある行動をと
る」という意味で団体名として使っています。

会員は総会に出席し、 J V Cの方針などを決定するほ
か、情報・資料の入手、各種の活動・報告会・学習
会等へ参加することができます。会員の方には年 4回
この会報誌と年次報告書をお届けします。
入会のお申し込みや、会員の方の住所変更などは会員
担当の宮西まで。

J V Cのオリエンテーション（説明会）にお越しください

第1月曜日 午後7：00～8：30
第4土曜日 午後2：00～3：30

J V Cの活動内容をご紹介しています。
お気軽にご参加ください。［事前にご予約ください］

JVC東京事務所

miyanishi@ngo-jvc.net

無料

http://www .ngo-jvc .net/ info@ngo-jvc .net NGOJVCFacebook twit ter @ngo_ jvc

会   場

メールアドレス

ウェブサイト メールアドレス

参加費

定価  5 0 0円（税込）

J V C ス マ イ ル 年 賀 状J V C 国 際 協 力 カレン ダー

今年も活動地の子どもたちが描いてくれました！2018年は「暮らし」がテーマです。
長倉さんのあたたかな写真が、
あなたの日常を彩ります。

収益はJVCの支援活動に
役立てられます

J V C スマイル年 賀 状
JVC国際協力カレンダー

卓上カレンダー 壁掛けカレンダー

スマイル年賀状は全部で５タイプです。

特定非営利活動法人


